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表紙について

　表紙の“澪電”は、故 熊谷信昭大阪大学元総長（通信・昭和28年旧制）の揮毫によるものです。

 令和 4 年 4 月　

令和 4年度澪電会総会・講演会・懇親会のご案内
 澪電会会長　 山田　隆持

拝啓　陽春の候　会員の皆様には益々ご健勝のことお慶び申し上げます。
さて、令和4年の澪電会総会ならびに講演会を下記の通り開催いたします。講演会では宮部義幸（パナソニック 

ホールディングス株式会社 副社長執行役員）氏をお招きして、「オリンピック・パラリンピックとテクノロジー
の進化」と題して御講演いただく予定です。

現状では今後のコロナの状況が充分把握出来なく、会場予約の関係もあり、残念ながらハイブリッド（会場
にお越しいただく形式と、インターネットを介してご参加するオンライン形式を組み合わせた形式）開催とせ
ざるを得ません。また 2 年続けて懇親会が実施できていないことから、可能であれば、人数は少なくなりますが、
着席での懇親会を実施したいと思います。ご参加下さいますようご案内申し上げます。
 敬　具

記

日　時： 令和 4 年 6 月 3 日（金） 17：00 ～ 18：30

会　場： 天満研修センター 503 号室（〒 530-0034 大阪府大阪市北区錦町 2-21　TEL：06-6354-1927）

次　第： 1．総　会 17：00 ～ 17：30
 2．講演会 17：30 ～ 18：30
 　　「オリンピック・パラリンピックとテクノロジーの進化」
 パナソニックホールディングス株式会社　副社長執行役員　宮部義幸 氏

会　費： 無料

また、19 時から双龍居（会費 5,000 円）にて懇親会を企画しております。コロナ禍のため、人数制限を実施
しておりますので、ご希望の方は早めに本フォームから申し込みをお願いします。
尚、オンライン参加方法など詳細については、確定次第、改めて電子メールを通じて連絡
をさせていただきます。

準備の都合上、Web フォームより 5 月 23 日（月）までに参加申込ください。

https://forms.gle/HxxKdC3p7VZfZKUB7

問い合わせ先：澪電会事務局　 reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp 申し込みフォーム QR コード ⇧
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会長ごあいさつ

澪電会会長　山田　隆持
（通信・昭和46年）

第6波のオミクロン株が各地で蔓延しました。一時、
大阪は東京より感染者が多く医療機関が逼迫するな
ど大変な状況でしたが、澪電会の皆様いかがお過ごし
ですか。

今年 2 月から冬季オリンピック、パラリンピックが
開催され、スキージャンプ、アイススケート、スノー
ボード、スキー滑降等に日本選手が大活躍しました。
オリンピックでメダルが取れるようなアスリートは、
生まれながらにして天から与えられた資質を持って
いる気がしますが、それに加えて血のにじむような努
力をしていることも確かです。やはり大きな目標を定
めてそれに向かって努力していく事は、あらゆる事で
重要だと思います。

澪電会の活動は、いろいろなイベントと同様、コロ
ナで大きな影響を受けました。令和 3 年 3 月 24 日の
電気系卒業祝賀謝恩会はコロナの蔓延で中止せざる
を得ませんでした。代わりの記念品として澪電会と銘
したボールペンを配らせて頂きました。また令和 3 年
6 月 11 日の澪電会総会、講演会は懇親会が中止とな
り、大阪大学銀杏会館で対面形式と Web 会議でのハ
イブリッド実施となりました。講演は大阪大学大学院
工学研究科コンプライアンス室の根岸和政先生に「コ
ロナストレスとレジリエンス」という題目で講演して
頂き、コロナの蔓延状況の中で有意義なお話を頂きま
した。今年 3 月に予定していた電気系卒業祝賀謝恩会
については過去 2 年間中止していた事もあり、何とし
ても実施したいと色々準備してきましたが、第 6 波の
オミクロン株が急激に拡大して断腸の思いで中止せ
ざるを得ませんでした。卒業生の皆様には祝賀謝恩会
という節目のイベントが実施できなくて誠に申し訳
なく、残念な気持ちで一杯です。

コロナが蔓延して、会社、学校等ではWebによる遠
隔対応が多くなっています。また各種のイベントもほ
とんど中止や延期に追い込まれました。このため在宅
勤務や在宅学習など新たなスタイルが出現してきまし
た。テレワークを導入してみると職場によっては必ず
しも出勤しなくても仕事が十分出来る事が判明しまし
た。これからの勤務形態はかなり変化していくと思い
ます。しかし対面で会話が出来ないような状況が長く

続いているので欲求不満がつのっているのも事実です。
やはり face to faceで話し合い、相手の気持ちを十分把
握してこそ、人と人との絆が出来てくると思われます。

また会食や立食パーティもお互いの交流に大いに役
立っていると思います。これらがコロナで 3 年近く出
来なかったという事は、失ったものは大きいと思いま
す。澪電会の活動も人間関係を育てていく上で重要で
あり、色々工夫を凝らして実施してきました。その一
つが 2 年前のコロナが蔓延する少し前ですが、20 代、
30 代の若手澪電会会員と大阪外大の OB 会の女性会員
合同で講演会、懇親会を実施し、活発な意見交換が出
来て、楽しい会合となりました。2 回目を計画してい
ましたが、コロナの拡大により延期せざるを得ません
でした。コロナが収まれば、再開したいイベントです。

また若手会員の活性化を目指して青年部を立ち上
げ、第 1 回イベントとして令和 3 年 9 月 22 日に「博士
人材のキャリアデザイン」についてオンライン討論会、
懇親会を開催しました。部外からは就職転職支援のプ
ロでもあるリクルートキャリアの森重丈二さんにも参
加して頂き、時間を忘れる程、活発な意見交換が出来、
有意義な会合となりました。「青年部」には是非これか
らもしっかり活動していってもらいたいと思います。

今後の澪電会の活動はwithコロナで適切な対策をし
ながら進めて行かざるを得ませんが、やはり対面で出来
る機会を極力作っていきたいと思います。またWebに
よる会員名簿については、名簿内容の変更や最新情報
の閲覧が随時行えることから、会員の皆様から好評を
得ており、今後も便利に活用して頂きたいと思います。

現在は世界的なコロナの蔓延や激しい国際紛争が注
目されていますが世界は日々進化しています。

技術面ではAIや IoT、ビックデータなどの技術革新
が進んでおり、将来のスマート社会の実現に向けて着
実に進化しています。

澪電会の皆様には、コロナに負けずに健康に留意し
つつ世界の技術開発、サービス開発の動向を見据え、
社会と大学が連携してスマート社会の実現に向けて尽
力していって頂きたいと思います。そして澪電会活動
を通じ、同窓生としての絆を深め世代を超えた幅広い
ヒューマンネットワークを築いていって下さい。

絆を深める澪電会活動を目指して
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講演会からの話題

2020 年 4 月、新型コロナウイルス感染対策の中で、
新入生は、思い描いていたキャンパスライフとは程遠
い学生生活を送ることになり、教職員・事務職員の
方々におかれましても、オンライン講義やリモート
ワークに代表されるように多くの変化に対応しなく
てはならない事態になりました。そこで生じるストレ
スは、今までに体験したことのないものであったと思
います。精神科医の樺沢紫苑先生の著書「The three 
happiness」によりますと、心身の健康という基本的
な幸福感と他者との交流・関係によって生まれる幸福
感、成功することによる幸福感について論じられてい
ました。現在、コロナ禍にあって、心身の健康と他者
との交流・関係によって生まれる幸福感を持つことが
著しく制限され、大きなストレスになっています。感
染恐怖、会いたい人に会えない寂しさ、将来どうなる
のかという不安がのしかかった状態は、個人差こそあ
れ、相当なストレスだと思います。適度なストレスは
人間の成長にとって必要不可欠な要素です。しかし、
コロナ禍ストレスは、大きすぎるストレスです。コロ
ナ禍という逆境・苦難の中に私たちは立たされていま
す。そして、この逆境・苦難に向き合っていく力、レ
ジリエンスが求められています。レジリエンスという
言葉が日本に浸透してきたのは、東日本大震災がきっ
かけであった思います。レジリエンスは先天的なもの
ではなく、誰もが身に着けることが可能であると言わ
れています。レジリエンスの高い方は、自己肯定感、
自己効力感、感情力、良い人間関係、楽観力、原因分
析力に長けています。自己肯定感は、できないことが
あっても自分には価値があるという感覚、自己効力感

は、やればできるという感覚、感情力とは、自分の感
情に自分で共感して落ち着く力、良い人間関係は、助
けてくれる人がいるということ、楽観力は、逆境にな
かでも前向きになれる力、物事は成功するか学ぶかの
どちらかであることを知っていることとも言えます。
原因分析力は、冷静に自分の課題を分析し改善、成長
につなげるエッセンスとも言えます。このレジリエン
スを UP することで、少しでもコロナ禍ストレスを減
らすことができるのはないかと私は考えています。特
に、澪電会会長 山田 隆持氏のご挨拶にもありました
ようにヒューマンネットワークの構築が最も重要であ
ると考えています。人と人が繋がっている時間・空間
が、人と人の絆を強くし、人間の幸せを実現するから
です。これは、ハーバード大学の人の幸せと健康に関
する 75 年間の研究においても実証されています。「人
間の健康と幸せは良い人間関係に尽きる」というもの
です。良い人間関係とは何でしょうか。困ったときに
見返りを求めることなく助け合える関係であり、共感
しあえる人間関係だと私は思います。共感は、相手の
気持ちを感じ取り表現することです。嬉しい、楽しい、
心地いいを共感されたら、その気持ちは大きくなりま
す。反対につらい・悲しい・苦しい気持ちを共感され
たら、その気持ちは和らぎませんか。たとえ、オンラ
インであろうと共感し合えるコミュニケーションが、
大切です。

また、逆境・苦難の中だからこそ、ユーモアを大切
にしたいと私は、思っています。ユーモアは、人をに
こやかにしてくれる、和ませてくれるツールです。ユー
モアはつらいことでも笑いに変えることができます。
人を笑顔にするエッセンスとも言えるでしょう。私が
尊敬している先生の一人、柏木哲夫先生（大阪大学名
誉教授・淀川キリスト教病院理事長・ホスピス財団理
事長）は、ユーモアの達人です。ご著書「50 代から始
めるユーモア」はおすすめです。柏木先生とお会いす
る機会をくださった森勇介先生には、感謝の言葉もあ
りません。

コロナ禍が、どうなっていくのか、私にはわかりま
せん。わからないことで一喜一憂するよりも、今でき
る最善を尽くし、生きることが大切だと私は思ってい
ます。

コロナストレスとレジリエンス

大阪大学
大学院工学研究科

講師
根　岸　和　正
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話　　　題

電気系で学び伝えてきたこと

大阪大学
大学院工学研究科

教授
馬場口　　　登
（通信・昭和 54 年）

私が大阪大学工学部通信工学科に入学したのは、ま
だ学生運動の余波も残っていた 1975（昭和 50）年で
した。以来、学部、大学院と電気系教室で教育を受け、
研究者として手ほどきを与えて頂きました。そしてア
カデミアの道に進んだ後、1987（昭和 62) 年から 1993

（平成 5 年）まで通信工学科の助手、講師を務め、日
韓ワールドカップサッカーが開催された 2002（平成
14）年から工学研究科通信工学専攻（現、電気電子情
報通信工学専攻）の教授を務めさせて頂き、2022（令
和 4）年に定年を迎えました。この間、諸先輩、同僚、
後輩諸氏、学生諸君から多くのことを学び、また研究
室の学生に伝えてきました。以下にその一端を紹介さ
せて頂きます。

私は、1978（昭和 53）年に当時の手塚慶一教授研
究室に卒研配属されました。手塚研には、博士学生や
大学教員の予備軍ともいうべきオーバードクター OD

（今はポスドクと呼んでいます）の方々が数多くおら
れました。これは電気系の研究室にほぼ共通した状況
であったように思います。当時の博士学生や OD の
方々は専門知識が実に豊富で、我々初学者が質問して
もたいていのことを教えてくれ、若手気鋭の助手と
いう趣でした。私が所属したパターン認識グループに
は、博士学生、内地留学の大学教官、他大学の研究生
という意気盛んな先輩の方々がおられ、研究全般や専
門分野に関することを数多く教えて頂きました。研究
室のみならず居酒屋でも色んな話題で気炎を上げて
いたように思います。そのような中で、「研究テーマ
にはどのようなものを選ぶべきか」という不変の話題

で、宴席がしばしば盛り上がりました。グループの誰
かから、電気系出身の大先輩教授の言葉として「人の
やっていない簡単なテーマを誰よりも早くやる」を聞
きました。研究テーマの選び方によって、その研究者
の価値が決まると言ってよく、私は、なるほどと納得
しました。研究のことですので、「人のやっていない」

「誰よりも早く」は当然のことですが、「簡単な」が主
観的な要素もあって、議論の的となります。黎明期の
分野なら「簡単な」問題は数多く存在するかもしれま
せんが、成熟期の分野では探しにくいかもしれませ
ん。しかし、見通しのつかない難しい研究をやみくも
に追求して何の成果も出せない状況の不毛さ、つまり
暗闇でひたすら戦略もなく棒を振り回していても何
も得られないことを示唆しています。果てしない研究
の航海ではあるが、遠くの高みに研究のゴールの光が
おぼろげに見え、そこにどう近づけばいいかが見通せ
るテーマを、私は「簡単な」と解釈しています。研究
室に学生が入ってきたとき、最初の発表会でこの金言
を欠かさず披露してきました。また、最終講義でも紹
介しました。

もう一つは、エントロピー最大の行動選択です。人
間には、人生の局面において、厳しい行動選択、意思
決定をしなければならないことがあります。その時ど
うするか ? 意思決定の数学的モデルの一つに決定木が
あります。意思決定となる情報を木形式で表し、木を
たどっていくことにより意思決定をするというモデ
ルです。まさに木の枝が意思決定、行動選択の条件に
なるわけです。この決定木を自動的に事例から帰納的
に作っていこうとする研究が 1980 年代にありました。
いわゆる人工知能第 2 世代での機械学習研究です。決
定木を自動的に作ろうとするときに、どのような情報
を選択するかということがポイントになります。その
学習法では、平均情報量であるエントロピーが最大に
なる情報を選び、木を展開していきます。大きいエン
トロピーは、その情報を選んだ時にどのような事象が
起こるかが不明である割合が高いことを指します。つ
まり、その先がよく見えない方向に向かって意思決定
をしていきましょう、というのが基本思想となるモデ
ルです。私は、まさにそのモデルのように、意思決定
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をするときに、選ぶ先がどう展開するかわからない選
択肢を選んできました。留まるべきか、進むべきか、
ハムレットではありませんが、未知なるものが多く横
たわっていそうな選択肢です。恐らくそうした選択の
方が、積極的で挑戦的な態度で人生を切り開けるので
はないかと感じます。私は、このエントロピー最大の
行動選択法を規範の一つにし、それなりに充実した人
生を歩んでこれたと思っています。このことも研究室

の学生諸君にずっと伝えてきましたし、昨年度の工学
研究科学位授与式での研究科長スピーチでも触れま
した。

このように永く電気系にいて、多くのことを学び、
そして後進に伝えるチャンスが与えられたことの幸
せを退職の期に痛感しております。ご指導ありがとう
ございました。

Web名簿システムの運用開始のお知らせ

澪電会では、会員名簿の整備と活動の活性化を目的として、同窓会の名簿管理を専門とする業者に委託して、
Web 上で名簿の閲覧および管理が行える下記のシステムを導入し、令和 2 年 12 月より名簿閲覧できるように
なっております。

澪電会 Web 名簿システム　　https://wd-system.jp/reidenkai/
この Web 名簿システムは、会員データベースを専用のデータセンターで監視の下、安全に運用することが

できます。これに伴い、会員ご自身で更新された最新の会員情報を閲覧でき、同窓生へのご連絡などにご活用
頂けます。また、今後、このシステムを用いて、澪電会の諸行事などの迅速なご案内も行う予定です。つきま
しては、会員の皆様には、是非とも登録情報を適宜更新頂きますようお願い致します。

なお、ログイン ID や操作方法に関するご質問などは、名簿システムのトップ画面の「ID・パスワードにつ
いてのお問い合わせ」より手続きお願いします ( 澪電会事務局でなく、委託先で対応します）。
　　　委託先：小野高速印刷㈱　同窓会支援事業部
　　　　　　　E-mail： info@wd-system.jp 　　TEL：0120-22-085
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話　　　題

定年退職に際して

大阪大学
レーザー科学研究所

教授
白　神　宏　之
（電気・昭和 54 年）

大阪大学工学研究科電気工学専攻で学位取得後、
レーザー核融合研究センター（現 レーザー科学研究
所）にて日本学術振興会研究員を経て助手として採用
されてからこの春で教授を退職するまで 38 年もの年
月になりました。その間、主としてレーザー核融合研
究に関わるプラズマ物理、プラズマ診断、レーザー技
術開発等に携わってまいりました。また、大阪大学理
学研究科物理学専攻の協力講座を経て、平成 20 年よ
り工学研究科電気電子情報通信工学専攻・電気工学
コースの協力講座としてレーザーエネルギー学講座、
光・量子システム研究領域において電気系の学部学生、
大学院生の教育・研究指導に務めてまいりました。

私が電気工学科の学部学生として研究を始めたころ
は、レーザー研に当時世界最新鋭のガラスレーザー装
置激光 IV 号が完成し核融合実験の稼働を始めた直後
で、核融合反応で発生する中性子を測定するという、
エキサイティングな研究が私の研究人生のスタートと
なりました。初めて中性子の信号を見たときの感動と

高揚感は今でもよく憶えています。その後、レーザー
装置は大型化して激光 M-II 号、激光 XII 号レーザー
が完成し、これらを用いてレーザー核融合研究におい
て世界と戦いながら、また協力しながら発展してゆく
研究に身を投じてきました。つい最近になって、残念
ながら日本ではなく米国の装置においてですが、レー
ザー核融合の最重要物理である核融合燃料の自己加熱
による点火・燃焼が実現するに至り、レーザー核融合
研究はエネルギー開発を目指した新しい段階に入った
と言えます。この素晴らしい、希有とも言える研究展
開にリアルタイムで参加できたことは、私にとって大
きな喜びであるとともに誇りでもあります。

その過程において常々感じたのは若い学生・研究者
が成長し活躍することの重要性です。幸い、研究グルー
プでは多くのそのような優秀な若手に恵まれ、学生か
ら教授まで一丸となって研究を進めるという、大変ア
クティブな活動を通じて、教育研究に注力することが
出来ました。レーザー核融合研究はさらに高利得の炉
心プラズマならびにレーザー核融合炉システムなど、
これからまだまだ長くチャレンジングな研究開発が必
要であり、次世代、次々世代の研究者達の活躍への期
待がますます大きいと言えます。

この間、大阪大学、レーザー研、電気系をはじめ、
日本において、世界において様々な方々に出会い、刺
激を受け、また切磋琢磨してくることが出来たのは私
にとって大変な幸運であり、お会いした全ての方々に
心より感謝申し上げます。皆様、長い間大変お世話に
なりました。ありがとうございました。
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話　　　題

JST 共創の場形成支援プログラム
「量子ソフトウェア研究拠点」のご紹介

大阪大学
量子情報・量子生命研究センター長

基礎工学研究科 教授
北　川　勝　浩
（電子・昭和 56 年）

私は電子工学科 1981 年卒、電子工学専攻修士 1983
年修了です。この度は、澪電会会報に執筆する機会を
いただき感謝しています。私は小学校に入った頃か
ら電気や短波放送に異常な興味を持ち、小六でアマ
チュア無線の免許を取り、高二まで通信工学科を目
指していました。ご近所の円山町公務員宿舎には阪大
の先生が沢山おられ、産研の張年錫先生とのご縁でマ
イクロ波エレクトロニクスを志して電子工学科に入り
ました。入学後はアマチュア無線クラブに所属し、顧
問の通信工学科の滑川先生の研究室に入り浸っていま
した。卒研は電子ビーム塙研で行い、修士は産研松尾
研で半導体レーザーからピコ秒光パルスを発生してそ
のチャーピングを測る研究を行いました。この頃に張
吉夫先生の量子光学の講義で非可換代数に出会ったの
が、私が量子にのめり込むきっかけでした。また、実
験の合間に大型計算機センターに通って非線形偏微分
方程式の数値計算で光パルス発生のシミュレーション
を行なったのがプログラミングとの遭遇でした。教授
の定年退官で後期課程に進学出来ず、電電公社の武蔵
野通研に就職しました。奇跡的な幸運で量子光通信に
着手していた山本喜久博士のいる基礎研究部第 3 研究
室に配属され、光子数の量子揺らぎを非線形干渉計で
抑える論文を書きました。当時、光の直交振幅の量子
揺らぎを抑えるスクイズド状態の研究が盛んでした
が、光子数は初めてでした。その後、光以外で初めて
スピンの量子揺らぎを抑える方法を発見し 1993 年に
出版した論文が、2020 年に Physical Review A の 50
周年マイルストーンに日本から唯一選ばれたのは光栄

なことです。
1993 年 4 月に大阪大学基礎工学部電気工学科小林哲

郎研究室の助手に採用されました。1994 年に Shor の
アルゴリズムが発表され、量子コンピュータを研究し
たかったのですが、量子物理学と計算機科学、情報理
論の境界融合領域で分からないことだらけでした。関
西量子計算研究会を立ち上げ阪大と京大で 2 週間毎に
勉強会を行いました。1999 年に JST CREST に採択
されて、日本で初めて量子コンピュータの看板を掲げ
た研究プロジェクトを始めました。続けて 2005 年に
も採択され、都合 10 年間、核スピンや電子スピンを
量子ビット (qubit) とする量子コンピュータの基礎研
究を行いました。その後、FIRST と新学術でさらに 5
年間研究した頃、突然冬の時代が来ました。日本では
量子コンピュータの実現はほぼ不可能と判断され、研
究資金が全く投入されなくなりました。逆に、米国で
はIBMやGoogleが超伝導量子コンピュータに参入し、
ベンチャー企業も生まれて、活況を呈し始めていまし
た。2 年ほど真冬の後、2016 年に日本はこの分野の研
究投資を再開し、CREST と ERATO 中村プロジェク
トが立ち上がりました。2018 年には文科省が 10 年間
のQ-LEAP量子情報処理と量子センシングでこの分野
への研究投資を強化しました。阪大は図 1 に示すよう
に、量子情報の研究者が 30 年間ほぼ毎年 1 名ずつ増
え続け、その間に CREST、FIRST、新学術などで多
くの博士人材を輩出して来ました。そこで、2018 年 7
月に今の量子情報・量子生命研究センター (QIQB) の
前身となる量子情報・量子生命研究部門を先導的学際
研究機構に設置しました。2020 年には国の量子技術
イノベーション戦略が策定され、Q-LEAP 量子 AI と
量子生命のフラッグシップ、JST 共創の場形成支援プ
ログラム（政策重点分野・量子技術）など 10 年間の
研究投資が大幅に強化されました。阪大の量子ソフト
ウェア研究拠点は共創の場で採択されています。それ
とは別に、2019 年に国のムーンショット目標が策定さ
れ、目標 6「2050 年までに誤り耐性型量子コンピュー
タを実現」の研究開発が 2020 年にスタートして、私
が構想ディレクタを務めています。この辺りのことは

「生産と技術」の記事［1］もご覧ください。
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量子ソフトウェア研究拠点は、国の量子技術イノ
ベーション拠点の一翼を担う産学共創拠点で（図 2）、
首都圏外の唯一の拠点です。量子ソフトウェアと言っ
ても、量子コンピュータ実機を動かすところから、ミ
ドルウェア、アプリケーション、人材育成までフルス
タックでシームレスにカバーしています（図 3）。拠
点の量子ソフトウェアコンソーシアムには、2022 年 3
月末時点で 33 社、3 機関が参画しており、多くの企業
はエントリー会員として量子ソフトウェア勉強会に参
加するとともに、正会員として研究開発課題に参画し
たり、準会員としてその準備を行なったりしています。
企業としてこの分野にご興味を持たれましたら、拠点
の Web https://qsrh.jp をご覧の上、参画いただけれ
ば幸いです。産学共創拠点として、ベンチャー企業育
成にも取り組んでおり、2021 年 7 月に量子ミドルウェ
アのキュエル株式会社 https://quel-inc.com/ja/home/

図 1.　阪大の量子情報研究者数と輩出した博士人材

図 2.　国の量子技術イノベーション拠点

図 3. 量子ソフトウェア研究拠点はフルスタックでシー
ムレス

を起業しました。また、2018 年に起業した量子ソフ
トウェアの株式会社QunaSys https://qunasys.comは、
2022 年 3 月にシリーズ B ラウンドで計 12.4 億円の資
金を調達しました。阪大豊中キャンパスでは、理化学
研究所で開発した超伝導量子コンピュータが拠点で開
発した量子ミドルウェアによって動き始めており、近
い将来、拠点での量子ソフトウェア研究開発のプラッ
トフォームとして、世界最速の量子コンピュータシ
ミュレータ Qulacs と共に給される予定です。

参考文献
［1］ 北川勝浩，“量子情報・量子生命研究センターと量子ソ

フトウェア研究拠点”，生産と技術，Vol. 73, No. 3, 2021.
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話　　　題

5G/6Gに向けた世界の流れ

大阪大学
大学院工学研究科

教授
三　瓶　政　一

第 5 世代携帯電話（5G）のサービスがスタートし
て 2 年が経過しようとしているが、5G で何が変わっ
たのかと問われてもそれに明確に答えることは難し
い。その大きな原因は、第 4 世代の携帯電話（4G）
では情報配信サービス機能で大きく進化したのに対
し、5G における進化の中心は情報配信サービスでの
進化ではなく、各種デジタルトランスフォーメーショ
ン（DX）での進化が大きな目標になっているためで
ある。

折しも、コロナ禍によってビジネスはテレワークが
主体となり、我々の社会にはサイバー空間が本格導入
され、DX の推進が急務となった。5G は、偶然にも、
この流れと全く同時期に展開され、DX 推進の中核技
術に位置づけられようとしている。具体的には、AI、

ロボットなどを利用した労働力代替機能の創出、AR/
VR を活用した各種作業の高度化、センシング技術と
ドローンを併用した広域モニタリングなどである。ま
た日本のように少子高齢化が進んでいる地域におい
ては、人が行っていた各種サポートの DX 化、人の密
を回避した各種作業の実現なども期待されている。総
務省ではこれまで 5G 技術の推進のためのプロジェク
トに加えて、5G 技術を自営通信に適用するローカル
5G の実証試験を推進し、5G やローカル 5G の適用分
野の拡大や普及を進めている。

一方第 6 世代（6G）に向けては、5G を大きく上
回る進化が問われており、SDGs の目標達成のため、
経済と環境保全や社会課題克服の両立性を進めるプ
ラットフォームとして位置づけられるとともに、循環
経済のためのプラットフォームとしても検討されて
いる。

図 1 に、リニア経済と循環経済のモデルを示す。リ
ニア経済では原材料から製品が製造され、消費者が一
定期間使用した後廃棄される。1970 年代の「消費は
美徳」という言葉はまさにこの状況を示している。た
だリニア経済を維持したまま 2050 年の気温上昇を 1.5
度までに抑えるためには、経済をマイナス成長にせざ
るを得ないとも言われている。一方循環経済の場合
は、1）使用済みの商品のリサイクルショップ経由で
の循環性、2）製品の一部を製造メーカの戻す循環性、

図 1.　リニア経済の循環経済

(a)

5G/

(b)
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3）廃棄品から原材料を再生し、再生原材料を製品製
造で利用する循環性、という 3 つの形態が存在する。
その中で原材料再生が CO2 抑制には効果的であるが、
廃棄品の回収にコストがかかる。その克服には、廃棄
品を効率的に資源再生業者に配送することと、廃棄
品の資源構成要素を的確に掴みつつ廃棄品を収集す
ることが重要となる。そのために有効なのが、5G/6G
プラットフォームを介しての物流ルートの柔軟な構
築、物流コストの抑制、並びに廃棄品情報の活用にあ
る。これらはいずれも 5G/6G プラットフォームの性
能にかかっている。さらにこのループが適切に回りだ
すと、資源を原材料から抽出する処理に係るエネル
ギーが抑制される一方で原材料確保は問題なく実現
されるので、CO2 発生を抑制しつつ経済成長の実現が
可能になる。すなわち 6G は、循環経済におけるモノ
の流れの見える化、柔軟で低コストな物流の実現、そ
のために必要となる各種処理の統合化を実現するた
めのプラットフォームとして期待されている。

現在、世界において 6G 技術が精力的に開発されて
いる。ただ、6G 技術の開発にあたっては、単に 6G
プラットフォームにおいてどのような技術が必要か

を考える以上に、6G プラットフォームが支えるべき
世界を想定し、そこにどのような柔軟性を有する機能
が必要となるのかを考え、それらを踏まえた上で必
要となる技術を開発することが重要である。そのため
に、各種グローバルフォーラムが形成されている。

6G に関するグローバルフォーラムには、フィンラ
ンドのオウル大学が中心となり、日本はじめ世界の多
数の企業が結集している 6G Flagship や、NTT、ソ
ニー、インテルが中核となり、多くの企業を結集させ
ている IWON Global Forum 等がある。また世界各国
は、グローバルフォーラムでの議論を踏まえて技術開
発を推進するためのプロジェクトが構成されている。
日本でも情報通信研究機構が委託しているプロジェ
クトが展開されている。さらに欧州では、循環経済へ
の移行を促進するための支援も積極的に実施されて
いる。

このように、世界各国や地域は、地球環境の保全と
経済成長の両者を共に推し進め、そのためのリーダ
シップをとるべくしのぎ削っている。6G におけるグ
ローバルリーダシップには、このような流れを見据え
た上での技術革新に向けた視点が必要であろう。

澪電会と大阪大学工業会について

澪電会事務局へのお問い合わせ事項で目立ちますのは、「終身会員であるのに会費の請求をしてきた」とい
うことです。これは、大阪大学工業会と澪電会とを混同しておられるためと思われますので、工業会と澪電会
との関係について簡単にご説明いたします。

大阪大学工学部（その前身校を含む）には、学部全体の同窓会「大阪大学工業会」と学科または系の同窓会
（例えば電気系学科であれば「澪電会」）があります。従って、澪電会の会員のうちほとんど全ての方は同時に
大阪大学工業会の会員なのです。すなわち、会員構成の面では澪電会は工業会の下部組織といえます。

ところが、工業会と澪電会とは財政的には全く独立しておりまして、それぞれが独自に会費制度を設けてお
ります。従いまして、工業会会費を既にお支払いになった方、あるいは工業会の終身会員の方からも、澪電会
会費（年会費一律 4,000 円）を頂戴しております。また、澪電会では終身会員制は設けず、毎年会費をお納め
いただいております。

会報や名簿の発行などを含め、澪電会の活動は全て会員各位からの会費に依存しております。澪電会の健全
財政のため、今後とも会費納入につきましてよろしくご協力のほどお願い申し上げます。
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話　　　題

異なるサービスドメインをつなぐ
プライバシー保護を考慮した

デジタルマーケティング技術の実現

大阪大学
大学院情報科学研究科

副研究科長・教授
原　　　隆　浩
（情報・平成 7 年）

私は平成 7 年に工学部情報システム工学科を卒業
し、澪電会のメンバーとなりました。平成 9 年に情報
システム工学専攻修士を修了し、博士後期課程を中退
して助手に着任しました。その後、大学院情報科学研
究科の准教授、教授となり、現在は同研究科の副研究
科長を併任しています。つまり、学生時代から現在に
至るまで途切れることなく、澪電会の多くの偉大な先
輩方、同僚、後輩に多大なお世話になり、教育研究活
動に邁進しております。

本稿では、私が最近推進している標記の研究プロ
ジェクトについて簡単に紹介致します。本研究は、
JST CREST の領域「イノベーション創発に資する人
工知能基盤技術の創出と統合化」（研究総括：栄藤稔、
大阪大学先導的学際研究機構・教授）の平成 31 年度（3
期目）の公募において、「異種ドメインユーザの行動
予測を可能にするペルソナモデルの転移技術」（研究
代表者：原隆浩（大阪大学））という研究課題を提案し、
採択されたものです。

本研究は、名古屋大学（主たる共同研究者：河口信
夫教授）と KDDI 総合研究所（同：小野智尋部門長）
との共同研究です。河口教授は、実空間行動に関する
様々な実データの収集や解析に関する第一人者です。
KDDI 総合研究所は、実空間とオンラインに関する多
数のサービスを展開する企業をグループ会社にもち、
自らも多様なサービスを有しています。一方、私の研
究グループは、ビッグデータ処理の基盤技術や SNS
の解析、実空間での行動認識に関する永年の実績があ
ります。本研究はこのような 3 者の協働によって初め

て推進することが可能なプロジェクトと自負してい
ます。

研究の概要
本研究では、多種多様なサービスがインターネット

（オンライン）や実空間上で提供されている中で、異
なる複数のサービスを跨ったマーケティング施策を提
供するための人工知能（AI）技術の確立を目指してい
ます。現在、プライバシーや権益の問題から、ユーザ
の ID やサービスデータ（ユーザの行動履歴・購買履
歴など）をサービス間で共有することは困難であるた
め、十分な個別化サービスを提供できない、複数のサー
ビスにまたがるマーケティング施策（送客など）の効
果を検証できないなどの問題が生じています。そこで
本研究では、異なるドメイン（サービス業者やデータ
所有者）で構築されるユーザモデル（本研究ではペル
ソナモデルと呼びます）と行動予測技術の有効活用を
目的とし、ID などの個人情報を用いずに、ドメイン
間で行動予測技術を転移利用するための技術群を開発
しています。最終的には、安全安心かつ有効なマーケ
ティング施策を可能とする AI 技術を実現し、学術界
と社会に貢献することを目指しています。

本研究の全体像を図 1 に示します。本研究では、異
なるドメインから生成されるオンラインの購買行動ロ
グや、実空間における位置ログ・店舗訪問ログ、SNS
や Web などの多種多様なデータから、ペルソナモデ
ルを構築します。そのための基礎となるビッグデータ
処理（特徴抽出やクラスタリング、外れ値検出など）
の各種の技術も開発しています。

各ドメインで構築されたペルソナモデルは、そのド
メインでのユーザの特性や行動（実空間の移動や Web
ページアクセス、購買など）の特徴、行動の対象とな
るアイテム（場所、Web ページ、商品など）を表現
したモデルです。そのため、モデルはドメイン間で大
きく異なり、異種ドメイン間でモデルを再利用（転移
利用）することは容易ではありません。そこで、異種
ペルソナモデルを統合利用する技術が重要となりま
す。これには、ドメイン間のモデルの表現を統一（次
元数、属性の一致したベクトルなど）したり、ペルソ
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ナやアイテム間のマッチング・変換を行うアプローチ
などを開発しています。

最終的に、本研究では、十分なデータを有するド
メインにおいて構築されたペルソナモデルや行動予測
技術を、他のドメインに転移利用する技術を開発しま
す。この技術により、新たなサービスを運用する際の
スタートアップ時にも、他のペルソナモデル上での行
動予測技術を転移利用し、ユーザの行動を高い精度で
予測できる可能性があります。例えば、Web 広告ド
メインにおける Web アクセス行動モデルを、E コマー
スドメインにおける購買行動の予測に転移利用するこ
とが考えられます。

研究成果（一例）
Eコマースドメインでは、例えば2週間に1度といっ

た非常に早いペースですべての商品が入れ替わりま
す。また、サービスに登録している大規模なユーザの
ほとんどが情報閲覧や無料・ディスカウントクーポン
の入手が目的です。そのため、大規模数のユーザと商
品のペア間で購買実績が殆どなく、E コマースドメイ
ンの購買履歴のみから、ユーザ（特に新規ユーザ）の

図 1.　研究プロジェクトの概要

購買予測（商品推薦）を行うことは困難です。そこで
本研究では、Web 広告ドメインにおける大量の Web
アクセス履歴データからユーザの嗜好をモデリング
し、E コマースドメインの購買行動を予測する技術を
開発しました。その結果、1500 商品の中からユーザが
実際に購買する唯一の商品を当てるという非常に困難
なタスクに対して、わずか 10 件の予測により 26％の
高確率で購買商品を当てることを可能としました。こ
れは、従来技術に対して数十倍の予測精度です。この
技術が実用化されると、ユーザは的確な商品推薦を受
けることが可能となり、広告事業者は広告費を大幅に
削減することが可能となります。

おわりに
本研究では、大規模な実証実験による研究成果の検

証を予定しており、事業化・起業なども視野に入れて
います。このような活動を促進するために、2021 年
10 月に「異業種ペルソナマーケティング AI 推進協議
会」とよぶコンソーシアムを設立しました。今後は、
このコンソーシアムに対して様々な企業や団体の入会
を募り、研究成果の社会実装を目指しています。
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母校のニュース

学内連絡バスに完全ゼロエミッションの
電気バス

2020 年 4 月に本学工学研究科に関西電力株式会社
がモビリティシステム研究講座を設置し、著者は同講
座特任教授として着任した。電気電子情報通信工学専
攻の舟木教授がメンター教員として本講座の運営に
参画している。本稿では、本共同研究講座の産学連携
の最初の事例として始めた学内連絡バスへの電気バ
スの導入と実証研究について紹介する。

吹田・豊中・新箕面の 3 キャンパスを結ぶ学内連絡
バスは 5 台で運用されているが、そのうちの 2 台を本
事業で電気バスに置き換え、日々キャンパスを行き来
している。車両は BYD 社の K8、電気モータの定格
出力は 150kW、リン酸鉄リチウムイオンバッテリー
287kWh を搭載し、航続距離は 220km である。2021
年 10 月から約 2 年間の予定で実証試験を実施し、電
気走行と事業所での充電、電気バスからの電力供給を
はじめとするモビリティとエネルギーマネジメント
の総合的な検証を行う予定である。写真は 2021 年 9
月 30 日に開催された電気バス出発式の様子である。

最終エネルギー消費における運輸部門の電動化の
高まりを受けて、国土交通省より自動車環境総合政策
改善対策費補助金事業『地域交通グリーン化事業』の
実施者として阪急バス株式会社および関西電力株式
会社が認定を受け、本電気バスプロジェクトが企画・
実施されている。阪急バスは電気バス運行管理にお
ける検証、関西電力は最適な充放電となるようなエ
ネルギーマネジメントおよび VPP 実証、大阪大学は

最適な充放電となるアルゴリズムの構築という役割
を担っている。また今回、事業所内での充電時にお
いても再生可能エネルギー 100% の電力を用いること
で、関西のバス事業者として初めてとなる完全ゼロエ
ミッション化を実現する。このように関西電力、阪急
バスの協働により、走行と充電を完全ゼロエミッショ
ンとするだけでなく、エネルギーマネジメントによる
効率的な運用は、大阪大学のカーボンニュートラルに
向けた取り組みの一つとして社会インパクトが大き
なプロジェクトとなっている。

モビリティシステム共同研究講座では、本電気バス
をモチーフとして最適な充放電システムの構築に向
けたエネルギーマネジメントアルゴリズムの研究を
行っている。電気バスに設置した GPS センサより得
た速度・位置計測情報と、走行電費において重要な
ファクターである傾斜情報を用いた走行電力消費お
よび回生電力の推定アルゴリズムをすでに開発して
いる。本アルゴリズムを用いた走行消費電力および回
生電力の推定精度は高く、冬季の暖房による電費悪化
もおおむね運用に支障のないレベルで推定できるこ
とを明らかにした。また、1 日の走行を終えた電気バ
スが事業所で充電する際の事業所の電力需要や契約
電力、電気料金を想定した充電マネジメントについて
も検討を進めている。電気バスの電力供給機能を事業
所のエネルギーマネジメントや災害時の電力供給に
活用する観点での解析や実証を進める予定である。

カーボンニュートラルの波を受けて、大阪府市域で
も電気バス普及が進むことが期待されるが、大学・バ
ス事業者・電力会社が組んだ産学連携の成果・知見が
その普及促進に貢献することを期待して、研究活動を
進めているところである。
 （太田 豊　記）

馬場口登教授　最終講義

電気電子情報通信工学専攻・情報通信工学部門 ・
メディア統合コミュニケーション工学領域・馬場口登
先生は、令和 4 年 3 月 31 日をもって大阪大学を退職
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されることとなりました。ご退職にあたり、令和 4 年
2 月 28 日（月）15 時 10 分より、大阪大学大学院工
学研究科小林啓次郎ホール（旧電気系メモリアルホー
ル）にて、最終講義が行われました。1 月より新型コ
ロナウイルスのオミクロン株による感染が広がり、1
日あたりの新規感染者数が最大で 10 万人を超えた第
6 波の中、開催方法などを検討しつつ準備を進めまし
たが、電気電子情報通信工学専攻長・滝根哲哉教授、
情報通信工学部門長・丸田章博教授をはじめとした、
電気電子情報通信工学専攻の先生方、馬場口研究室の
方々のご尽力により、対面とライブ配信のハイブリッ
ド方式にて、無事開催されました。会場が密にならな
いよう、一部の方々にはオンラインでの参加をお願い
することとなりましたが、現地にて 64 名、オンライ
ンにて 100 名、計 164 名が聴講されました。情報通信
工学部門長・丸田章博教授により馬場口先生のご略歴
が紹介された後、「セマンティクスに架ける橋（Bridge 
Over Troubled Semantics）」と題する講義が始まり
ました。

講義の冒頭、題目である Bridge over Troubled 
Water の由来となる Simon & Garfunkel の楽曲「明
日に架ける橋（Bridge over Troubled Water）」につ
いて語られた後、信号である画像と記号である文章の
変換において生じる「セマンティックギャップ」の架
け橋へのチャレンジ史として研究生活を振り返られ
ました。

小学校時代から大学入学に至る半生を述べられた
後、研究生活の始まりである大阪大学工学通信工学
科第 5 講座の手塚慶一教授研究室に配属された当時
の様々なことを紹介されました。パターン認識の研
究グループにて、博士課程学生の塩野充先生（岡山
理科大学名誉教授、故人）、内地留学の村上研二先生

（愛媛大学名誉教授）、研究生の服部哲郎先生（香川

大学名誉教授）などの意気盛んな研究者のご指導の
もと、当時手書きに向かないと言われていたパターン
整合法を用いた手書き仮名文字認識の研究に着手さ
れました。人生最初の学会発表において同分野の大家
である長尾真先生（当時、京都大学）に褒めて頂いた
ことが生涯の糧となったと振り返られました。その後
も、当時標準的な手法であった細線化を用いずに文字
のストロークや部首などの抽出に取り組まれました。
その頃、聞き覚えた「人のやっていない簡単な研究を
誰よりも早くやる」という大阪大学の大先輩教授によ
る研究テーマ選択の極意を、現在でも研究室で教示し
ているというエピソードを紹介されました。

愛媛大学工学部電子工学科の相原恒博教授研究室
の助手時代には、手書き日本文字列からの文字の切り
出しという新しい問題に取り組まれました。この研究
に対し、当時 NTT のエース研究者であった村瀬洋先
生（名古屋大学名誉教授）から研究交流の便りをも
らったことが大きな自信になったと回顧されました。
大阪大学工学部通信工学科手塚慶一教授研究室での
助手、講師時代以降、阪大知識科学研究会における部
局を超えた研究交流や、学会活動を通したパターン認
識・理解分野の一流研究者との交流を活発にされまし
た。大阪大学産業科学研究所北橋忠宏教授研究室の助
教授時代に、文部省在外研究員に選ばれ、カリフォル
ニア大学サンディエゴ校での、マルチメディア研究の
大家である Ramesh Jain 先生との出会いが大きな契
機となり、画像、音、テキストといった複数のメディ
ア情報を統合的に用いるマルチメディア処理の研究
を始められました。帰国後は多くの競争的資金のも
と、奈良先端大学院大学の横矢直和先生や京都大学の
美濃導彦先生などさまざまな研究者との共同研究に
繋がったとお話しされました。

大阪大学大学院工学研究科電気電子情報通信工学
専攻の教授に就任された後は、メディアセキュリティ
に関する研究として、マルチメディアコンテンツに対
する著作権侵害やプライバシー侵害の問題にも取り
組まれ、監視映像における被写体と観察者の関係に基
づく視覚情報制御により、自己情報コントロール権を
体現したシステムの開発を進められました。2016 年
からは、国立情報学研究所の越前功先生と、本物を模
倣したフェイクメディアの生成と認識に関する研究
に取り組まれ、得られた多くの研究成果のもと、退職
後も引き続き、世論操作のために加工されたプロパガ
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ンダ型フェイクメディアに関する研究に取り組むと
意欲を示されました。

最後に、恩師の先生方、学会活動や共同研究を通し
て研究生活を共にしてきた研究仲間の皆様、ご支援頂
いた企業の皆様、電気系教室、通信工学教室ならびに
工学研究科の教職員・学生諸氏、ご家族への感謝の言
葉を述べられ、35 年間の研究ノートを積み重ねた「セ
マンティクスに架ける橋」の写真により講義を締めら
れました。

馬場口先生らしい、ところどころにユーモアをちり
ばめた心に沁みる最終講義の後、長年のご活躍への感
謝の意を込め、事務補佐員井上彩さんから馬場口先生
へ花束を贈呈し、会場にて参加頂いた聴衆の方々と記
念撮影を行いました。新型コロナウイルスの感染拡大
状況を鑑み、当初予定していた茶話会は残念ながら中
止とし、会場にて少しの間、皆様とご歓談されました。
 （新田 直子　記）

白神宏之教授　最終講義

電気電子情報通信工学専攻 電気工学部門 光・量子
システム研究領域教授・白神宏之先生は、令和 4 年 3
月 31 日をもって大阪大学を定年退職されることとな
りました。ご退職にあたり、令和 4 年 3 月 1 日（火）
13 時より、大阪大学レーザー科学研究所大ホールに
て、最終講義が行われました。コロナ禍のため対面
での開催が危ぶまれましたが、皆様の御協力によっ
て無事開催する事が出来ました。会場が密にならな
いよう事前予約制となりましたが、ライブ配信と合
わせて約 100 名の方が参加され、海外からの聴講も
ありました。最終講義に先立って、電気電子情報通信
工学専攻 中田芳樹准教授の司会のもと、大阪大学レー
ザー科学研究所所長 兒玉了祐教授の挨拶、白神先生
のご略歴の紹介、電気電子情報通信工学専攻 電気工
学部門長 上田良夫教授の祝辞が述べられました。さ
らに海外から、Dr. Brian MacGowan（ローレンス・
リバモア国立研究所）及び Dr. Peter Herman（Univ. 
Toronto）らによるビデオメッセージが上映され、
泉信彦様（ローレンス・リバモア国立研究所）から
の電報も紹介されました。
「レーザー爆縮核融合研究に思うこと」と題された

最終講義では、レーザー爆縮核融合との出会いと、現

在の研究に至る経緯について詳しく述べられました。
1978 年に卒業研究でレーザー研に所属し、完成直

後の激光 IV 号レーザーを使った初めての実験に興奮
し、実験研究の素晴らしさ、面白さ、楽しさを知るこ
ととなり、研究者としての人生をスタートされまし
た。当時は山中達彦助教授、佐々木孝友講師のもと、
学部時代に DD 燃料、修士では DT 燃料を用いた核
融合中性子計測の取り組み、自作したカウンターで
測定した中性子信号に感動し、ショット時のワクワク
感、高揚感の虜になったと述べられました。その一方
で、自作の機器で正確に測定した中性子数がそれ以前
に言われた値より 1 桁から 2 桁少ない値だったため、
故・山中千代衛先生はあまり面白くなかったであろう
事、一方で科学はこのように進むと理解したエピソー
ドを述べられました。

博士論文のテーマは「レーザー爆縮過程の対称性
に関する研究」（1984 年）です。原子番号が小さく電
気伝導度が良い材料は爆縮が一様になると当時は信じ
られている中で、爆縮ドライブの一様性の重要性をい
ち早く指摘されました。高密度圧縮を阻害する非一様
性は流体不安定性と非一様加速に分けられ、現在に至
るまで一貫してこれらの課題に取り組んで来られまし
た。一様性を診断するためにはプラズマ診断技術の開
発が重要です。爆縮 DD 燃料ρR 測定の提案に続いて
超高速 2 次元 X 線画像計測（MIXS, SIXS）を開発し、
当時世界最速の約 10 ps 時間分解イメージングを達成
されました。このテーマは退官後も継続され、有川安
信講師と 1 ps を目指して研究を進められます。「見え
ない所に本質があるなら、みえるようにしてやろう」
という信念は今後も継続されます。

レーザーの開発でも大きな足跡を残して居られま
す。激光 MII 号、激光 XII 号での 3 倍高調波化、バ
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ンドル照射システム HIPER 建設、2019 年にノーベ
ル物理学賞を受賞したチャープパルス増幅技術を利
用した世界有数の超短パルスレーザー LFEX（Laser 
for Fast-Ignition Experiment）建設プロジェクトへは
主力として参画し、レーザー開発と実験の両面に深く
関わる貴重な役割を務められました。装置群を支える
ハイレベルな技術チームがレーザー研の最大の強み
で有ること、またレーザーの開発運転保守に関わる機
会を得たことに感謝を述べられました。実験を行う若
手へは、ユーザー精神に徹することの危険性、運転保
守にも踏み込み装置を知らなければ良い実験は出来
ないと強く訴えられました。
「出来ぬなら出来るようにしてやろう、自分の腕と

アイディアで」という白神先生のスローガンは、「何

でも自分でやらなあかん、知恵を人に頼ったらあか
ん」という故・山中龍彦 元レーザーエネルギー学研
究センター長の教えを引継ぐものです。研究者として
の情熱と誠実さを感じられる言葉通り、有言実行して
来られました。最後に、昨年の NIF（アメリカの国
立点火施設）点火燃焼成功（核融合出力エネルギー /
レーザー投入エネルギー = 0.7）を受けた次期装置建
設プロジェクトへの期待、次世代および次々世代に向
けた希望、関係する方々と組織及び奥様への感謝が述
べられ、大きな拍手をもって最終講義は締めくくりを
迎えました。このあと、先生のご活躍に感謝の意を込
め、白神先生と奥様に花束が贈られました。
 （中田 芳樹　記）

新型コロナウィルスの感染拡大に伴うイベント開催中止について

新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、令和 3 年度ならびに令和 4 年度に予定していました下記のイベント
を開催中止いたしました。
令和 3年度　電気系卒業祝賀・謝恩会
令和 3年度　情報科学研究科卒業祝賀・謝恩会
令和 4年度　電子情報工学科特別講演会澪電会入会歓迎会
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教員紹介

2021 年 4 月に、情報科学研究科情報システム工学専攻知的集積システム講座
（三浦研究室・2021 年 4 月に集積システム診断学講座から改称）に准教授とし
て着任いたしました塩見準と申します。生まれも育ち（高校まで）も大阪府で、
地元で研究教育活動できることをうれしく感じております。着任から 1 年が経
ち、新しい環境にも慣れて参りました。本学への着任前は、京都大学大学院情
報学研究科にて助教をつとめました。助教着任前は京都大学工学部電気電子工
学科・大学院情報学研究科の学生でした。中学生くらいの頃にパソコンのカス
タマイズやプログラミングに興味を持ち、その流れで集積回路設計技術の研究
室（京都大学小野寺研究室）にて学生時代を過ごしました。学生の頃から現在
まで集積回路の低電力化設計技術の研究を続けております。私が子どもの頃か
ら集積回路は身の回りに浸透していましたが、近年になって Internet of Things 
(IoT) の登場によりその重要性がますます高まっていることを感じております。
特に IoT ワイヤレスセンサデバイスなどを考えると、バッテリレス動作などの
極限状態における動作が今後の情報化社会の持続的発展に必要不可欠です。情
報化社会の発展の一助になるべく集積回路設計技術者の立場から研究活動に取
り組んで参ります。また、2020 年 11 月より JST さきがけ研究員として光集積

回路設計技術（光をオンチップで変調する回路設計技術）に基づくセキュアコンピューティング技術の研究に新
しく挑戦しています。具体的には、位相や偏波など光独特の物理特性を変調して計算する回路を作ることで、従
来の電気電子方式の集積回路を凌駕する耐タンパ性を持つ計算機を実現する、という研究にも挑戦しています。
研究活動だけでなく本学での教育活動にも全力で取り組んで参る所存です。澪電会会員の皆様におかれまして
は、今後ともご指導ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

情報科学研究科
情報システム工学専攻
知的集積システム講座

准教授　塩見　　準

2021 年 4 月に情報科学研究科マルチメディア工学専攻ビッグデータ工学講座
（鬼塚研究室）に准教授として着任いたしました肖川と申します。出身は中国遼
寧省で、大学時代を東北大学（中国）で過ごし、その後ニューサウスウェールズ
大学（オーストラリア）の Xuemin Lin 先生と Wei Wang 先生に師事し、特に親
切にご指導いただき、2011 年 3 月に博士号を取得しました。現職着任前、名古
屋大学の石川佳治先生の研究室に 7 年間研究員・特任助教として赴任し、2019
年 4 月に阪大の鬼塚真先生の研究室に特任准教授として在籍しておりました。

研究については、学生時代から現在に渡り、類似検索機能のある問合せを処理
することに着目して、高品質な検索結果を効率的に得ることができる問合せ処理
方法の開発に従事しています。特に、汎用性を目指して、様々な類似度に適用で
きる問合せ処理フレームワークを提案し、理論的な基礎を構築しました。当該成
果は、タンフォード大学の Jeffrey D. Ullman 教授の「Mining of Massive Datasets」
のデータマイニング教科書によって普及しました。また、高次元データ問合せ処
理に対して、高効率な処理手法に関する研究を行っています。最近では、高次元デー
タ問合せ処理手法を用いて、ウェブテーブルにおける意味的に等価なコンテンツ
を識別するタスクに取り組んでいます。共同研究は日本電気株式会社と連携で行

い、成果はデータレイク管理システムに応用しました。さらに、検索エンジンやモバイル端末で広く採用されてい
る問合せ自動補完機能についての研究と道路ネットワーク上を走行する軌跡データに対する圧縮索引についての
研究は、電子情報通信学会平成 30 年度・令和 2 年度論文賞を受賞し、現在も同研究に従事しています。

工学部電気系の良き伝統を活かしつつ、特に研究成果をもって産業の発展に貢献することは重要な使命だと思
いますので、産学連携の活動はこれからも重視していきたいと思っています。今後とも、工学部電気系の伝統に
恥じぬよう、研究・教育に微力ながら貢献させていただく所存です。工学部電気系の皆様、また澪電会会員の皆
様におかれましては、何卒ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

情報科学研究科
マルチメディア工学専攻
ビッグデータ工学講座

准教授　肖　　　川
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学生の声

岩原　亘輝（電子情報工学科　電気工学コース　卒業　工学賞受賞）
2022 年 3 月、自分は大阪大学における 4 年間の学部生活を終え、4 月から博士前期課程として大学院に進学し

ます。このお度一人の学生として本会報に寄稿する機会を提供していただき、ありがとうございます。
大阪大学を卒業するに至り、4 年間の大学生活を振り返ると、自分が多くの方々に支えられてきたことを実感し

ます。入学当初は講義内容の理解に大変苦労し、卒業できるのか常に不安でしたが、知り合いの先輩方と直接話が
でき、多くのことを教えていただいたため、卒業に必要な単位の取得につながりました。大学では勉強に対する不
安が大きかったのですが、質問した内容に対して丁寧に説明してくださる先生方が多くおられました。自分が 1 回
生のとき、廊下にもかかわらず、理解できるまで自分に時間を割いていただいた先生の姿が特に印象に残っています。

2 回生の実験では周囲の学生と協力し、苦労ばかりでしたが良い成果を得たことが記憶に強く残っています。
また、自分の履修した第二外国語のロシア語の講義では、先生方がとても明るく、楽しいものでした。毎週「ズ
ドラストヴィーチェ」から始まり、面白い講義を受けたことは自分にとって大学生活 1 番の思い出です。

3 回生の春学期開始時は社会情勢によって講義が全てオンライン授業となってしまい、履修した講義の多さと
課題の量に追われ、忙しい生活となりました。最初は講義の受け方さえわからず困っていたのですが、学内で先
生から直接教えていただくことができ、2 回生のときにご指導いただいた先生方の講義を受けることができたた
め、安心して学業に取り組むことができました。

自分にとっては特に1～3回生において貴重な体験ができ、最も成長できたと考えております。本当に多くの方々
に支えていただきました。この場をお借りしてお礼の言葉を述べさせていただきます。ありがとうございました。

4 回生以降は先進ビームシステム工学領域（旧飯田研究室）において卒業研究に取り組み、先輩方や同期のご
協力のもと、卒業論文作成、発表を終えることができました。

本当に多くの人の支えが無ければ自分の大学生活は成り立ちませんでした。大学外においても、アルバイト等で
関わった社会人の方々、家族や友人、高校時代の先生方等に成長させていただきました。心より感謝申し上げます。
今後は自分が他の方々を支えつつ、大学院修了時も、大阪大学で学べてよかったと思える 2 年間にしたいです。

仲嶋　一真（電子情報工学科　電子工学コース　卒業　工学賞受賞）
私は電子工学コースの有機エレクトロニクス領域（尾﨑研究室）に在籍しており、コレステリックブルー相と

いう液晶の相状態において、配向メカニズムや新規デバイス応用に向けた研究を行っています。この度、無事に
卒業が決まり、4 月より博士前期課程に進学します。

思えば、私は 4 年間の学生生活を興味・関心の赴くままに過ごしてきました。一年生の頃は一般教養の講義に
顔を出してばかりいました。進化心理学や国際政治、果ては東洋思想の講義を聴講しに行き、もはや文系なので
はないかと錯覚するほどでした。二年生からは吹田キャンパスに移ったため一般教養は聴講しなくなりましたが、
勉学やサークル活動の傍ら、読書漬けの日々でした。もちろん、電子系の講義にも興味がなかったわけではなく、
特に「物性論」に面白さを見出し、試験範囲に関係なく勉強していました。現在は興味・関心が全て研究に向き、
有意義な研究室生活を送っています。

私が研究室に配属したのは 3 年生の後期のことでした。当初は戸惑うばかりで何もできませんでしたが、先生
方や先輩方のアドバイスによって徐々に研究に慣れていくにつれ、その虜になっていきました。多くの貴重な経験
をさせていただきましたが、特に実験装置を自作したことが印象に残っています。私は光配向法と呼ばれる手法を
用いて微細なパターンを誘起したセルにおける液晶の配向を研究していますが、元来研究室にあった光配向装置で
は目的とするサイズのパターンを作製できず、新たな装置が必要でした。設計から組み立てまで何度も試行錯誤を
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重ね、数か月かけて装置を完成させたことは、その辛さや楽しさも含め、何事にも代え難い経験となりました。また、
先日には国際学会に参加し、初の対外発表を行いました。自分の意見を相手に伝えることや他の研究を聞くことは
大きな刺激となりましたし、なにより英語能力の無さを痛感しました。たった 1 年半の研究生活で配属当初より確
かに成長していることを実感していますが、それ以上に成長の必要性を感じる毎日です。来年度からの大学院生活
でも、日々の刺激を糧に、そして、この度頂いた工学賞を励みに研究に邁進していきたいと思います。

末筆ながら、ご指導ご鞭撻頂いた多くの先生方や研究室の皆様、共に学生生活を過ごした友人、家族に感謝申
し上げます。

春木　佑太（電子情報工学科　通信工学コース　卒業　工学賞受賞）
私は馬場口研究室で限りなく真正メディアに近い偽物であるメディアクローンの生成元を推定する新しい手法

についての研究を行っていて、今年の春に無事卒業することになりました。
高校時代数学が得意だった私は漠然と会社に就職したいという思いと数学の応用となる情報分野について学び

たいという思いから大阪大学工学部電子情報工学科に入学しました。
入学後は自宅から片道 2 時間かけて通学し合唱サークルに入団して充実した毎日を送ると共に日々の授業にも

熱心に取り組んでいました。授業を受けていく中でプログラミングを行う機会がありそこから興味を持つように
なりプログラミングを活かした仕事をしたいと思うようになりました。単位の取得には苦労しましたが、4 年生
になると画像処理や機械学習に興味があったので馬場口研究室への配属を希望したところ無事合格し馬場口研究
室で学ぶことになりました。

当時はほとんどが大学院に進学するという理由で大学院への進学を考えていました。研究室の雰囲気は先輩や
同期共によく声をかけていただけたので非常に居心地がよく、先生方も手厚く指導や意見の方をしていただけた
ので大きく成長できました。指導教員から研究テーマをいただいた当初は機械学習について全くわからない状態
だったのですが様々なことを教えていただきながら学習を積み重ねていくことである程度理解できるようにな
り、提案手法のプログラムを自力で完成させて上手く動作したときの感動は良い思い出です。それから年末前ま
で順調に研究を続けていたのですが、卒論提出の時期に体調を崩してしまい留年してしまいました。

退院後改めて自分の将来について考えた結果大学院へ進学せずに就職しようと考え、一年間休学してその間に
卒論の執筆や就職活動を行いました。コロナウイルスの影響でオンラインが中心の就職活動でしたが企業説明会
やインターンシップに参加する中でシステム開発に興味を持つようになり、就職予定の企業から内定をいただい
たときはとても嬉しかったです。

復学後は健康第一で資格勉強と追加研究に取り組みつつ年が変わってからは卒業に向けて準備を行っていき、
なんとか無事終えることができて安心しています。長くなりましたが以上が私の学部生の思い出となります。最
後になりますが大学生活で関わった全ての方々に感謝申し上げます。今後は大学時代の経験を活かして充実した
日々を過ごしていきたいと考えています。

岡本　　翼（電子情報工学科　情報システム工学コース　卒業　楠本賞受賞・工学賞受賞）
私は現在渡辺研究室に所属しており、VR 映像伝送の低遅延化・低トラヒック化に関する研究を行っております。
ネットワークという分野やVRに興味を持っており、それらの分野で多岐に渡る研究を行っている渡辺研究室に学

部3年次に早期配属させていただくことになりました。最初は研究について右も左もわかりませんでしたが、先輩や
先生方が優しく教えてくださり年度末には初めての学会発表を体験することができたのはとても印象に残っていま
す。4年次からはNTT アクセスサービスシステム研究所との共同研究に参加させていただけることになりました。

上半期は 360 度カメラなど実際に市販されている機器を用いて VR システムを構築し遅延の構成を調査しまし
た。慣れない実機での実験でうまくいかないことも多くありましたが貴重な経験をすることができました。

また、4 年次からは多くの同期が研究室に配属されました。気軽に色々なことを相談できる同期の存在は大き
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く、特に大学院入試の時には週に 2 回同期で集まって勉強会を行うことで無事に入試を乗り切ることができまし
た。院試が終わって下半期からは卒業研究として低遅延 VR 映像伝送手法に関する研究を行いました。

実機を用いることが多かった上半期とは異なり手法のアイデアを出したり、シミュレーションを行うためにプ
ログラムを作成したりしました。先生や先輩などと相談しながら自分で手法をつくりあげていく経験は初めてで、
わからないことも多かったですが試行錯誤しながら手法が形になってきたときは達成感がありました。

この 1 年で学会発表 2 回と卒業論文発表と多くの発表の機会がありました。論文作成や発表を繰り返すことで
理解が深まり、発表すること自体にも慣れることができました。

また、この度学部 4 年間での学習・研究活動への取り組みを評価していただき楠本賞をいただくことができま
した。自身の取り組みがこのような賞という形で認めていただけたことをとてもうれしく感じております。

学部 3・4 年での研究活動は今までの勉強とは違う多くの発見や体験があり、とても新鮮で楽しかったです。こ
うして楽しく活動できたのは先生や先輩、同期をはじめとした多くの方々のご支援、ご助力のおかげだと感じて
おります。この場を借りて感謝申し上げます。

4 月からは情報科学研究科で引き続き渡辺研究室に所属します。これからも研究活動に精進し実りある学生生
活を送ることができるよう頑張ります。

Web 名簿システム運用に伴い、クラス委員名簿の迅速な更新が可能となりますので、今号の会報「澪電」よ
りクラス委員の掲載を取り止めます。最新版の掲載については、Web 名簿システムを通じてご案内予定です。
これにより、亡くなられたクラス委員のご遺族の方にご迷惑をかけることを防ぎたいと考えます。

また、Web 名簿システムでは、卒業者・修了者が閲覧可と設定した勤務先をご覧になれます。これに伴い、
毎年掲載しておりました電気系卒業者・修了者就職先リストも今号より掲載を取り止めました。就職された卒
業者・修了者には、ぜひ配属決定した最新の勤務先情報をご登録下さい。

澪電会 Web 名簿システム　　https://wd-system.jp/reidenkai/
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本学名誉教授の裏克己先
生が 2021 年 2 月 8 日に肺炎
のためご逝去されました。
享年 92 歳でした。先生は電
子顕微鏡学・電子光学の研
究を一貫して続けられ、日
本の電子顕微鏡技術・産業
の発展に大きく貢献されま
した。

裏克己先生は 1953 年に
大阪大学工学部通信工学科

（旧制）を卒業され、1958 年に大学院博士課程（旧
制）を単位取得退学後、我が国初の電子顕微鏡開発
者である菅田榮治先生の研究室にて助手に任用され、
1962 年に工学博士の学位を授与されました。同年、
工学部助教授、1965 年 11 月から工学部附属電子ビー
ム研究施設教授、1989 年には施設は電子工学科に編
成替えとなり、その後、教室主任など電子工学科の
運営に尽力されました。さらに 1990 年からは超高圧
電子顕微鏡センター長を歴任され、1993 年に退官さ
れ本学名誉教授になっておられます。その後も 2000
年まで大阪産業大学教授、2008 年から超高圧電子顕
微鏡センターの招へい教授をされ、後進の指導に尽
力されました。

先生の大きな業績の一つは、我が国が世界に誇る
300 万ボルト超高圧電子顕微鏡 HU-2000 の開発に最初
期から参画され、日立製作所中央研究所と協同で開発
を進めてこられ、その後、常時観察可能なレベルにま
で高圧源や鏡体系を鷹岡昭夫先生とともに改良され、
藤田廣志センター長と協同して超高圧電子顕微鏡学
を発展させたことです。1973 年には電子通信学会業
績賞「300 万 V 超高圧電子顕微鏡の製作」が贈られて
います。また、1995 年には名実ともに世界最高加速

電圧 300 万ボルト超高圧電子顕微鏡 2 号機 H-3000 を
完成させました。この装置はその後超高圧電子顕微鏡
センターにおいて、森博太郎センター長により学内は
もとより国内・国外の大学や企業の研究者との幅広い
共同研究に利用されています。

もう一つの大きな業績は、走査電子顕微鏡（SEM）
にピコ秒パルスを発生させる機能を付加し世界最高
速 1.5 ピコ秒で撮影可能なストロボ SEM を開発し、
藤岡弘先生と共に半導体デバイスの故障箇所を診断
する電子ビームテスティング装置へと進化させたこ
とです。先生の業績は、現在、中前幸治先生主宰のナ
ノテスティング学会へと繋がり発展しています。

先生がライフワークにされていた電子光学の研究
により、日本語の唯一の教科書として「電子光学」

（1979）、「電子・イオンビーム光学」（1994）、「ナノ
電子光学」（2005）［いずれも共立出版］を出版されま
した。この分野の研究者のバイブルとして使われて
います。

先生は菅田榮治先生が設立された日本学術振興会
荷電粒子ビームの工業への応用第 132 委員会の委員
長を 1987 年から 2000 年まで務められ、この分野の
学術および産業の発展に大きく貢献されました。そ

裏克己先生

超高圧電子顕微鏡最上部での高電圧回路特性測定のご指導

追　　　悼

裏克己先生を偲んで

西　　　竜　治
（電子・平成 2 年）
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の委員会では「電子・イオンビームハンドブック第
1 ～ 3 版」（日刊工業新聞）の企画・編集の労をとら
れました。電子光学分野の国際会議 4th International 
Conference on Charged Particle Optics を 1994 年に
つくば市で主催されました。また、日本電子顕微鏡
学会の関西支部長（1988 年）・学会会長（1992 年）
などを歴任し、我が国の電子顕微鏡学の発展にご尽
力されました。これらの業績により 2017 年に瑞宝中
綬章を受けられ、2021 年 3 月には正四位が叙位され
ました。

筆者が工学部電子工学科裏研究室に配属されたの
は 1989 年で、その頃は土曜日も授業があり研究室全
員が集まって昼食会が開かれ、数少ない裏先生に会う
機会でもありました。そこではいつも我々に世間話を
され、敢えて研究のことは話題に出さず気遣ってくだ
さっていたのだと思います。先生のご自宅でのとう

もろこしの会やハイキングなど楽しい思い出がいっ
ぱいです。筆者が修士進学のタイミングで裏克己先生
が超高圧電子顕微鏡のセンター長になられ、2 号機超
高圧電子顕微鏡 H-3000 の開発のため、毎月、森先生、
鷹岡先生と日立の方々と開発会議で深い議論が交わ
されていたことを思い出します。超高圧電子顕微鏡の
レンズ開発を博士論文のテーマにさせていただいた
ことも幸運でした。その後少し離れますが、2008 年
に再び超高圧電子顕微鏡センターにて電子光学のご
指導を受けました。先生の学問へ妥協なき姿勢にはな
かなか苦労もありましたが、結果的には非常に厳密な
電子光学理論を学ぶことができとても感謝しており
ます。

長年ご指導くださった恩師、裏克己先生に深甚の謝
意を表すると共に、謹んで先生のご冥福をお祈り申し
上げます。

澪電会会費納入のお願い

陽春の候、会員各位には益々ご活躍のこととお慶び申し上げます。日頃より本会の活動にご理解とご支援を
いただき有難うございます。

さて、澪電会のすべての活動は会員の皆様からの会費によって賄われておりますが、近年の社会情勢におい
て本会の財政は非常に厳しい状況にあります。本会の活動を継続し、より活発にするために、なにとぞ令和
4 年度会費（4,000 円）の早期納入（できれば 6 月末日までに）にご協力いただきますようお願いいたします。
特に新しい会員の皆様の納入率が低くなっておりますので、卒業して間もない方々も是非ご協力のほどよろし
くお願いいたします。また、住所等の会員情報の変更がございましたら、Web 名簿システムより速やかに情報
更新をお願いします。

会費の納入方法といたしましては、従来の「銀行口座からの自動振込（ゆうちょ銀行含む）」、「コンビニエ
ンスストアでの支払い（振込用紙の宛先が委託業者 小野高速印刷㈱の「同窓会係」となっております）」に加
え、令和 2 年からは Web 同窓会システムからの「クレジットカードによる支払い」にも対応いたしましたので、
ぜひご利用下さい（詳細は澪電会ホームページの「会費納入方法」をご覧下さい）。また、Web 同窓会システ
ムからは会費納入状況を確認できます。自動振込の銀行口座を変更ご希望の場合は、澪電会事務局までご一報
くだされば、折り返し口座変更手続きに必要な預金口座振替依頼書をご送付いたします。

なお、大学学部卒業時から 53 年を経過した会員（令和 4 年度会費の場合、学部卒業が昭和 44 年以前の会員）
の会費は免除になっておりますので、納入の必要はございません。また、未納の過年度会費はご請求申し上げ
ないことになっております。皆様のご協力をお願いいたします。
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澪電会だより －本部・支部活動報告－

令和3年度  澪電会  総会・講演会

令和 3 年 6 月 11 日（金）大阪大学銀杏会館阪急電鉄・
三和ホールにて、令和 3 年度澪電会総会・講演会が開
催されました。新型コロナ感染症による緊急事態宣言
下のため、今年度も対面と Cisco WebexTM のハイブ
リッド形式での開催となりました。対面 9 名、オンラ
イン 32 名の参加を得て開催されました。

午後 5 時から令和 3 年度澪電会総会が行われまし
た。渡辺尚前会計幹事（通信・昭 57）の司会のもと、
はじめに、山田隆持会長（通信・昭 46）から挨拶が
行われました。続いて、森勇介前総務幹事（電気・平元）
から令和 2 年度事業報告が、片山竜二前会計幹事（教
員）から令和 2 年度会計報告がそれぞれ行われ、承認
されました。次に、山田隆持会長から新任および再任
の澪電会役員がそれぞれ指名され、承認されました。
続いて、森勇介総務幹事（電気・平元）から令和 3 年
度事業計画案が、片山竜二会計幹事（教員）から令和
3 年度予算案の説明がそれぞれ行われ、拍手を持って
承認されました。森総務幹事からは新規事業である澪
電会青年部の活動について趣旨説明がなされました。

総会に続き、令和 3 年度澪電会講演会が森勇介総務
幹事の司会で開催されました。令和元年度以降は講演
会企画を学外役員主導の下行われていましたが、緊急
事態宣言下のため学内役員主導で企画しました。ただ
し、これまでの学内教員に拘らずに講演者を選定する
方針になるべく沿うよう、電気系教員以外から講演者
を選定することとし、工学研究科コンプライアンス室
の根岸和政先生により「コロナストレスとレジリエン
ス」と題する講演が行われました。根岸先生は工学研
究科相談室において年間数百件におよぶ面談を通じ
て学生および教員に精神面でのサポートをされてお
ります。本講演では、自己肯定感、自己効力感、人間
関係、感情力、楽観力、原因分析力からなるレジリエ
ンス力がコロナ禍ストレスを軽減させる、「コロナ禍
にあって、今、最も大切なのは、人と人のつながり、
ヒューマンネットワークの充実に尽きます。」と講演
されました。

今年度も残念ながら懇親会は開催されませんでし
た。令和 4 年度の総会は対面形式にて開催する方向で
準備しております。無事開催され多くの会員皆様と歓
談できればと存じます。
 （宮本 俊幸（電子・平 4）記）

令和 3年度  澪電会東京支部総会報告

令和 2 年度澪電会東京支部総会は 2021 年 4 月 23 日
（金）の夕刻より、昨年度と同じくオンライン形式に
より開催いたしました。一旦は収束したかに思えた新
型コロナウィルス感染の波が 4 月に入って再び大きく
なり、東京都に三度目の緊急事態宣言が出される直前
のタイミングでした。以前のような集合形式での開催
の希望も多く、幹事会ではひとつの選択肢として実施
の議論もなされましたが、結果的にオンライン形式の
開催にしてよかったというのが正直な感想です。

懇親会に先立ち、工学研究科長の馬場口登先生より
「工学研究科のアップデート」というタイトルで最近
の工学部の取り組みについてご紹介をいただきまし
た。世界最先端の技術テーマに対して、固定的な組織
を作るのではなく、必要な人材を柔軟に集めてスピー
ド感をもって取り組んでいるという内容で、現在進行
中の具体的な事例を交えてのお話は企業人にとって
も非常に参考になるものでした。そして、常に変化し
続ける大阪大学の伝統が生き続けているということ
が強く感じられ、とてもワクワクさせられました。

懇親会では厚海俊明東京支部長から出席者へのお礼
と開会の挨拶があり、続いてご自宅からご参加された
山田隆持会長より澪電会本部の動きの紹介を交えたご
挨拶と激励をいただきました。そのあと、池田博昌大
阪大学工業会東京支部長のご発声により「乾杯」を行
いました。池田先生はなみなみと注がれたビールの
コップを片手に持って画面に現われ、会を盛り上げて
くださいました。

その後、参加者はオンライン会場に用意された、い
くつもの小部屋に分かれて集まって、1 時間半ほどの
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歓談時間を過ごしました。誰がどの部屋にいるのかよ
くわからない、話のきっかけがうまくつかめない、と
いった声があった反面、懐かしい人と落ち着いてじっ
くり話ができたという、うれしい声も聞かれました。

最後に今回幹事の NTT・住友電気の代表中島さん
の挨拶があり、次回幹事の日本電気 菅原さん・三菱
電機 斧原さんより来年も必ず開催するぞという力強
い宣言のあと万歳三唱で会の締めが行われました。リ
モートでの万歳三唱はタイミングを合わせるのが難
しく、それだけに参加者の集中力と一体感の高まりを
感じることができました。

会全体としては途中の出入りはあったものの、100
名弱の方々に参加していただきました。オンラインの
特性を活かして、閉会後も 1 時間程度会議室を開けて
おきましたところ、いくつかのグループが二次会の場
として利用して、積もる話などをされておりました。

コロナ感染の拡大がこれまで進まなかった世の中
の変化をいろんな面で一気に加速させています。東京
支部は 2 回目のリモート開催となりましたが、今後は
このような形が当たり前になっていくのかもしれま
せん。一方で、こういったオンラインの場をきっかけ
に、コロナが明けたらぜひ直接会いたいねという気持
ちも一層強くなりました。同窓会の形もこれからまだ
まだ変わっていくのだと思いますが、同窓生どうしの
つながりを保っていきたいと思います。
 （東京支部幹事
 （NTT グループ、住友電工グループ）一同）

令和 3年度  澪電会北陸支部総会報告

澪電会北陸支部では昨年度に引き続き、今年度もコ

ロナ禍の影響により、総会、見学会ともに開催を見送
りました。2 年連続での見送りとなり、支部会員の皆
さまには大変申し訳なく思う次第です。他の支部では
オンライン開催など、コロナ禍の中でも感染対策を行
いながら交流を継続している状況であります。

北陸支部でも感染状況をみながら、オンライン開催
なども選択肢の一つとして、来年度は総会等が開催で
きる環境が整い、会員の皆さまと懇親が深められるこ
とを、心よりお祈り申し上げます。
 （川口 直樹（電気・平 9）記）

令和 3年度  澪電会東海支部総会報告

澪電会東海支部は、令和 3 年 11 月 15 日（月）、支
部総会をオンラインで開催しました。ご来賓として澪
電会会長の山田隆持様（通信・昭和 46）、総務幹事代
理の牛尾知雄先生（電気・平成 05）にお出で頂きま
した。また、オブザーバーとして宮本俊幸先生（電気・
平成 04）にもご参加頂きました。支部からは平田晃
正東海支部長（通信・平成 08）をはじめ、昭和 42 年
卒から平成 25 年卒までの 14 名の支部会員が集い、合
計 17 人の参加となりました。

平田支部長による開会の御挨拶の後、山田澪電会会
長から御挨拶を頂戴しました。4 議事に入り、平田支
部長より活動報告および計画、高田会計幹事より予算
案が示され、承認されました。議事終了後、牛尾澪電
会総務幹事代理より「母校と澪電会の今」という題で、
母校の動向について概説頂きました。

コロナ禍の中、以前のような対面での懇親会の開催
は叶いませんでしたが、ご参加頂いた皆様から近況を
少しずつお話し頂くことができ、ささやかではありま
したが旧交を温める良い機会となりました。
 （松井 龍之介（電子・平 11）記）

令和 3年度  澪電会中国支部総会報告

澪電会中国支部では、例年支部総会及び見学会を開
催しておりましたが、新型コロナウィルスの国内感染
状況を鑑み、令和 2 年度と同様に中国支部総会につい
ては書面による開催とし、見学会については中止と致
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しました。
書面開催での支部総会は、中国支部の会員の皆さま

に対し、令和 3 年 10 月 10 日に審議事項の書面による
回答を依頼し、賛成多数によりご承認を頂くことがで
きました。中国支部会員の皆さまにはご面倒をお掛け
しましたが、変わらぬご協力のお陰で柔軟な対応が出
来たものと思っております。この場を借りて厚くお礼
申し上げます。

依然コロナ禍は収まる見通しが立っておらず、予断
を許さない状況でありますが、ワクチン追加接種も進
められており、慎重に様子を見つつ可能であれば、今
年こそは支部総会の集合開催を実施したいと考えて
おります。
 （栗栖 庸輔（電・平 23）記）

令和 3年度  澪電会四国支部総会報告

四国支部では、新型コロナウイルス感染防止対策を
徹底したうえで、2021 年 11 月 20 日（土）に総会を
高松市で開催しました。昨年度は、四国支部の定期総
会を中止したため、2 年振りの開催でした。

当日は、本部より宮本俊幸幹事、牛尾知雄幹事をご
来賓としてお迎えし、四国支部からは綿森道夫支部長
をはじめ 10 名の参加者を得ることができました。

総会では、細井の司会で、綿森支部長の挨拶から始
まり、宮本幹事からご挨拶を頂きました。綿森支部長
からは、参加頂いたご来賓や支部会員へのお礼、支部
活動における今後の方針や活性化への抱負などにつ

いて挨拶。宮本幹事からは、澪電会本部および各支部
の活動近況、母校をサポートする体制づくりのお願い
や支部への激励のお言葉を頂戴いたしました。続い
て、牛尾幹事からは、母校の学科・研究室の組織の状
況、箕面新キャンパスの紹介等について分かりやすく
お話しいただき、支部会員からは、自身が学んでいた
時のキャンパスと新キャンパスとの違いへの驚きの
声や、これからの時代に求められるイノベーションの
創出と社会実装のためには、何が必要であるかを考え
るきっかけになったとの好評の声などが上がり、非常
に有意義な場となりました。

引き続き議案審議に移り、細井より 2020 年度の決
算、2021 年度の活動計画や予算の議案を提案し、全
会一致で承認されました。

その後、昼食をとりながら、参加者による自己紹介
と近況報告を行いました。

ご多忙の折、また新型コロナウイルスの影響が各所
に残る中、ご出席いただきました皆様方に、心より御
礼申し上げます。
 （細井 宏昭（エ修・平 17）記）

令和 3年度  澪電会九州支部総会報告

澪電会九州支部では、支部総会および懇親会を 11
月 13 日（土）に開催し、初参加の方 1 名を含む 15 名
が出席しました。

緊急事態宣言が解除され制限が緩和されたものの、
昨年度に続いて Zoom を用いてのオンライン開催とな
りました。オンラインでの開催の利点として、遠方や
移動の制約で参加が難しかった方々にもご出席いた
だくことができました。支部総会では三谷康範支部長
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からの挨拶のあと、議事として支部事業ならびに会計
報告を行い、原案どおり承認されました。その後、副
会長の白神宏之先生からご挨拶を賜りました。続いて
幹事の牛尾知雄先生からは本部の近況についてご報
告いただき、特に新しい箕面キャンパスが印象的でし
た。三谷支部長が九州工業大学の次期学長候補者と
なったことを受けて、ささやかながら御祝いのセレモ
ニーを催し、支部からは有志で御祝いとして花を贈呈
させていただきました。「九工大の現況と今後に向け
た共創空間の構築」と題して講演いただき、整備され
る GYM LABO についてそのコンセプト等をご紹介
いただきました。懇親会では、新たな試みとしてデ
リバリーサービスを利用して出席者個々にパーティ
セットを事前に送付することにしました。各自の近況
報告などを行い、画面越しではありましたが楽しいひ
とときとなり、澪電会のつながりを改めて感じる貴重
な時間となりました。

ご多忙の中、ご出席くださいました皆様方に感謝申
し上げます。新型コロナの状況次第ですが、次回は是
非とも対面にて実施できればと考えておりますので、
今後とも会員皆様のご参加とご協力を切にお願い申
し上げます。とくに若手の会員のみなさまのご参加を
お待ちしております。
 （渡邊 政幸（電気・平 13）記）

令和 3年度  青年部活動報告

澪電会では若手会員の活動を支援する目的で「青年
部」による活動を検討して参りました。令和 3 年度は、

電気系の博士後期課程の学生に幹事を務めていただ
き、令和 3 年 9 月 22 日に「博士課程取得後のキャリ
アパスについて」というテーマでオンライン懇談会を
開催しました。リクルートエージェント・コンサルタ
ントの森重丈二様をゲストに迎え、博士後期課程の学
生および企業の若手会員、澪電会役員が参加し、合計
12 名で懇談会を行いました。

山田隆持会長（通信・昭 46）による開会のご挨拶の
後、参加者に自己紹介いただき、懇談会がスタートし
ました。若手会員が気になっていることをゲストの森
重様に質問するような形で様々な話題に展開し、オン
ライン会食セットのビールを片手にざっくばらんな
雰囲気で懇談が進行しました。「博士課程の学生に身
につけてほしい能力は？」、「日本と海外における博
士課程学生の扱いの違いは？」のような話題から始
まり、今後の日本の技術開発についての展望や、イノ
ベーションとは何かなど、企業の若手研究者や大学教
員といった様々な視点から議論を行いました。

ご多忙の中、ご出席くださいました皆様方に感謝申
し上げます。次回活動では、多くの若手会員のみなさ
まのご参加をお待ちしております。

（三科 健（通信・平 17）記）



― 26 ―

会員の方々のご活躍

受賞（学会賞・学会フェロー称号等）

村上匡且先生
令和 3 年度 流体科学研究賞

谷川智之先生
日本結晶成長学会 第 19 回奨励賞

兒玉了祐先生
米国原子力学会 Edward Teller Award

宮地充子先生
情報処理学会 PWS CUP 2021 優勝
電子情報通信学会 教育優秀賞
情報処理学会 フェロー

中田芳樹先生
SPIE フェロー

五十嵐浩司先生
電気通信普及財団テレコムシステム技術賞

教室情報

令和4年度電気電子情報通信工学専攻役割分担
大学院専攻
電気電子情報通信工学専攻長 滝根　哲哉　教授
電気工学部門長 高井　重昌　教授
情報通信工学部門長 丸田　章博　教授
量子情報エレクトロニクス部門長 森　　勇介　教授
電気工学コース長 牛尾　知雄　教授
情報通信工学コース長 井上　　恭　教授
量子情報エレクトロニクスコース長 小島　一信　教授
イノベーションデザインコース長 森　　勇介　教授
グローバルサイエンス & テクノロジーコース長 丸田　章博　教授

電子情報工学科
電子情報工学科長 渡辺　　尚　教授
電気電子工学科目長 舟木　　剛　教授
電気工学コース長 舟木　　剛　教授
量子情報エレクトロニクスコース長 片山　竜二　教授
情報通信工学科目長 井上　　恭　教授
通信工学コース長 井上　　恭　教授
情報システム工学コース長 三浦　典之　教授

就職担当
電気系就職担当代表窓口 三瓶　政一　教授
電気電子情報通信工学専攻
電気工学コース 児玉　了祐　教授
情報通信工学コース 三瓶　政一　教授
量子情報エレクトロニクスコース 片山　光浩　教授
電子情報工学科

電気工学コース 兒玉　了祐　教授
通信工学コース 三瓶　政一　教授
量子情報エレクトロニクスコース 片山　光浩　教授
情報システム工学コース 鬼塚　　真　教授

電気系人事（令和 3年 4月 2日～令和 4年 4月 1日）
和田　有希 助　教 令和 3 年 5 月 1 日 着　任
福永　崇平 助　教 令和 3 年 5 月 1 日 着　任
中村　和晃 助　教 令和 3 年 9 月 30 日 退　職
 （東京理科大学へ）
李　　朝  助　教 令和 3 年 9 月 30 日 退　職
 （上海の国立研究所へ）
小島　一信 教　授 令和 3 年 12 月 16 日 着　任
王　　贇弢 講　師 令和 4 年 3 月 1 日 着　任
市川　修平 助　教 令和 4 年 3 月 1 日 着　任
馬場口　登 教　授 令和 4 年 3 月 31 日 退　職
 （福井工業大学 / 大阪大学データビリティフロンティア機構へ）
白神　宏之 教　授 令和 4 年 3 月 31 日 退　職
新田　直子 准教授 令和 4 年 3 月 31 日 退　職
 （武庫川女子大学へ）
宮本　俊幸 准教授 令和 4 年 3 月 31 日 退　職
 （大阪工業大学へ）
木戸　善之 講　師 令和 4 年 3 月 31 日 退　職
 （岡山理科大学へ）
時田　茂樹 准教授 令和 4 年 3 月 31 日 退　職
森藤　正人 助　教 令和 4 年 3 月 31 日 退　職
橋本　和宗 講　師 令和 4 年 4 月 1 日 昇　任
西川　広記 助　教 令和 4 年 4 月 1 日 着　任
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澪電会　賛助会員（サポート企業）募集について

陽春の候、会員の皆様方には益々のご活躍のこととお慶び申し上げます。平素は本会の活動にご理解とご支援
を賜りまして、厚くお礼を申し上げます。

さて、澪電会は会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識の啓発に寄与することを目的とし、
適宜必要な事業活動を行ってきております。澪電会は明治 45 年から大正 2 年頃に結成されて（第 1 回会報　山
口次郎「澪電会小史」より）以来、今や約 1 万名の会員を擁する大きな組織となり、会報発行、卒業祝賀謝恩会、
見学会、新入生歓迎会、講演会そして支部活動と活発に活動しております。しかし、残念ながら運営の基盤とな
る会費納入不振のため、財政が極めて厳しい状況になっております。このような状況のもと、澪電会では、会の
趣旨に賛同し、その運営を援助することを目的とする賛助会員（会費年額 50,000 円／一口以上）を企業の方を対
象に募集しています。なお、下記の特典に記した通り、ご賛同の企業さまには、賛助会員企業（サポート企業）
であることを澪電会会員に活動を通じて周知いたします（本会から発信する会報等には、サポート企業名と URL
等を掲載）。

大変恐縮ではございますが、どうぞこの主旨をご賢察の上、澪電会にご関係いただく企業の皆様におかれまし
ては、この機会に是非とも澪電会賛助会員にご加入頂けますよう、ご検討の程、よろしくお願い申し上げます。

【会費】　一口 50,000 円／一口以上
※一年間は 4 月から翌年 3 月です。
ご入会年は無料で下記の特典が受けられます。

【賛助会員企業の特典】
（1）　会員名簿（Web 名簿システム）における賛助会員としての企業名の記載
（2）　祝賀謝恩会等澪電会主催事業会場にて企業名を掲示
（3）　会報澪電における広告掲載（年 1 回の発行。会員である年の翌年 4 月発行の会報に掲載。）
ご賛同していただける場合には、下記の澪電会事務局までお知らせください。

reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

申込用紙を電子メールにてご送付させていただきます。

現在、以下に示します企業の皆様から、ご支援をいただいています。

JFE スチール株式会社　　　https://www.jfe-steel.co.jp/

株式会社ダイヘン　　　　https://www.daihen.co.jp/

株式会社デンソー　　　https://www.denso.com/jp/ja/

日本製鉄株式会社　　　https://www.nipponsteel.com/

KDDI 株式会社　　　https://www.kddi.com/

東京エレクトロン株式会社　　　https://www.tel.co.jp/
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澪電会役員

阪大・工・電電情・気：大阪大学　大学院工学研究科　電気電子情報工学専攻　電気工学部門
阪大・工・電電情・通： 〃 〃 〃 情報通信工学部門
阪大・工・電電情・子： 〃 〃 〃 電子工学部門
阪大・情報科学研究科： 〃 大学院情報科学研究科
阪大・レーザー　　　： 〃 レーザー科学研究所

情報提供のお願い
会員の受賞の情報、同窓会の開催記事などがございましたら、併せて事務局（reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp）
までお知らせください。出来る限り、本会誌に掲載させていただきます。

会　長
山田　隆持（通 46） 大阪大学ベンチャー
 キャピタル㈱

副会長
北山　研一（通 49） 大阪大学名誉教授
奥村　啓之（通 62） ㈱ NTT ロジスコ
三谷　康範（気 56） 九州工業大学
高見　佳宏（気 59） 中国計器工業㈱
仁木　秀明（気 51） 福井大学
綿森　道夫（子 60） 高知工科大学
平田　晃正（通 平 8） 名古屋工業大学
白神　宏之（気 54） 阪大・レーザー

幹　事
渡辺　　尚（通 57） 阪大・情報科学研究科
森山　隆志（子 61） ㈱日立ソリューションズ・
 テクノロジー
古川　　誠（通 63） ㈱ドコモ CS 関西
西口　芳明（気 平元） 三菱電機㈱
森　　勇介（気 平元） 阪大・工・電電情・子
武仲　正彦（気 平 2） ㈱富士通研究所

鶴田　義範（気 平 3） ㈱ダイヘン
清武祥二郎（通 平 4） 住友電気工業㈱
宮本　俊幸（子 平 4） 大阪工業大学
渡辺　健司（子 平 4） シャープ㈱
牛尾　知雄（気 平 5） 阪大・工・電電情・気
田川　健二（情 平 5） パナソニック㈱
八川　剛志（情 平 5） 住友電気工業㈱
吉田　貴之（通 平 8） 関西電力送配電㈱
牛尾　　剛（通 平 9） 関西電力㈱
菅原　弘人（通 平 9） 日本電気㈱
久保　成毅（子 平 10） 西日本電信電話㈱
戸田　太郎（情 平 11） 西日本旅客鉄道㈱
渡邊　和洋（気 平 13） 阪急電鉄㈱
浪岡　保男（情 平 14） ㈱東芝
梅田　英和（気 平 17） パナソニック㈱
三科　　健（通 平 17） 阪大・工・電電情・通
兼本　大輔（子 平 18） 阪大・工・電電情・子
片山　竜二（教員） 阪大・工・電電情・子
猿渡　俊介（教員） 阪大・情報科学研究科

監　査
丸田　章博（通 63） 阪大・工・電電情・通
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澪電会関連組織の歴史

まず最初に留意事項について述べさせて下さい。こ
の記事の内容に関する責任は全て執筆者の猿渡にあ
ります。もしこの記事に誤解等が含まれていたとした
ら申し訳ありません。ご指摘は本稿の著者猿渡宛にお
送りください。来年の会報で修正やご指摘に関して議
論・紹介させていただければと思います。

この記事の対象は、今、澪電会に入会する学生が読
むことを想定して書いきました。すなわち、2022 年
現在の大阪大学・工学部・電子情報工学科を中心とし
て見た場合の関係で記述しています。図 1 を見て分か
る通り、澪電会関連組織は時代ごとに大きく変化しな
がら成長してきたので、各時代時代の視点で見るとま
た違った見方がありうると思っています。あくまでも
今回の記事は 2022 年度の電子情報工学科視点である
という点をご容赦下さい。

図に学科の変遷の歴史を示します。今回いくつかの
ウェブページや過去の会報記事を参考に、主に「学科」
と、各学科を卒業した学生さんがどの研究室に配属さ
れるかを基準に作成しました。

図に登場するキーワードの変遷を眺めてみると電

気に関わる学術の発展が見えて面白いです。電気、通
信、電子、原子力、レーザー、電子顕微鏡、情報、シ
ステム、エネルギー、サイバー、メディアと時代を経
るにしたがって「電気」の概念が応用範囲を広げて
行っている様が分かります。著者自身の「IoT」とい
う研究テーマでも、センサデバイスがネットワークに
つながるという意味では通信にも電子にも関係しま
す。最近は電波で IoT デバイスにエネルギーを供給
しようとしています。センサで取得した情報を AI で
処理して実空間にフィードバックするシステムを、サ
イバーフィジカルシステムと表現することもありま
す。スマートグリッドはサイバーフィジカルシステ
ムの典型的な例であることを考えると原子力もかか
わってきます。

今後、澪電会に関わる組織でどのような学科、研究
科、研究所が出てくるかというのを考えるのも面白そ
うです。図 1 を眺めると 10 ～ 20 年に一度は新しい言
葉が関連組織の中に出てきているため、そろそろ次の
キーワードが出てくるかもしれません。
 （猿渡 俊介　記）

図 1.　澪電会関連組織
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澪電会　会則

会　則

第 1 条 本会は澪電会と称する。
第 2 条 本会は事務局を大阪大学大学院工学研究科電気系

内に置く。
第 3 条 本会は会員の親睦を図り、学術の発展および科学

技術に関する知識の啓発に寄与することを目的とし、
そのため適宜必要な事業を行う。

第 4 条 本会の会員はつぎのとおりとする。
（1）正会員

イ．大阪大学工学部、工学研究科および情報科学研
究科ならびにその前身である学校の電気系卒業生。

ロ．大阪大学工学部および工学研究科の電気系現教
員。

ハ．大阪大学工学部電気系教官および教員の主査の
もとで学位を得た者で、本会に入会を希望する者。

ニ．特に本会に縁故があり、役員会の承認を得た者。
（2）特別会員

正会員以外で大阪大学工学部電気系の教授、助教授、
准教授および講師であった者ならびに特にこの会に
縁故のある者。

（3）学生会員
大阪大学工学部、工学研究科および情報科学研究科
の電気系学生。

（4）賛助会員
本会の活動を援助する法人または個人。

第 5 条 本会に次の役員、監査、委員を置く。
会長 1 名
副会長、幹事、監査、クラス委員

第 6 条 会長は総会の議を経て選出する。副会長、幹事、
監査については会長が指名し、総会で承認を得る。ク
ラス委員については別表に従って卒業・修了年別に選
出する。

第 7 条 会長は本会の会務を総括し、本会を代表する。副
会長は会長を補佐する。

第 8 条 会長、副会長、幹事は役員会を組織し、会務を処
理する。監査は事業年度末に会計監査を行う。クラス
委員はクラスを代表し、本会に関する重要事項の相談
にあずかる。

第 9 条 役員会の推薦により、本会に顧問を置くことがで
きる。

第 10 条 第 1 項　役員の任期は 2 年、監査は 1 年とする。
ただし重任はさまたげない。

第 2 項　役員が任期途中で交代する場合は会長の
承認を得て前任者の残任期を引き継ぎ、
直近の総会でその旨を報告する。

第 11 条 定例総会は年 1 回開催する。臨時総会は必要に応
じて開催する。定例総会では事業報告、会計報告およ
び役員改選その他の議事を行う。

第 12 条 本会の事業年度、会計年度は毎年6月1日に始まり、
翌年 5 月 31 日に終る。

第 13 条 正会員は別に定めた規定により、会費を毎年 7 月
末日までに納入しなければならない。

第 14 条 本会は必要に応じて支部を置くことができる。
第 15 条 本会則の変更は総会の議決を経て行う。

細　則

・会費は年額 4,000 円とする。（平成 7 年度より実施）
・大学学部卒業時から 53 年を経過した会員は、会費の納入

を要しない。
・企業所属の会長の任期は、副会長と会長の期間を含めて

2 年とする。

 別表
クラス委員選出単位

卒業年 学　　　　　部

平成11年以前 電気工学科、通信工学科、電子工学科、情報シ
ステム工学科の各学科卒業生から1委員／年

平成12年
～平成21年

電子情報エネルギー工学科電気工学科目、通信
工学科目、電子工学科目、情報システム工学科
目の各学科目卒業生から１委員／年

平成22年
～令和2年

電子情報工学科システム・制御・電力コース、
先進電磁エネルギーコース、量子電子デバイ
スコースの各コース卒業生から１委員／年、
及び、情報通信工学コース・通信工学クラス、
情報通信工学コース・情報システム工学クラ
スの各クラス卒業生から１委員／年

令和3年以降
電子情報工学科電気工学コース、電子工学コー
ス、通信工学コース、情報システム工学コー
ス卒業生から１委員／年

修了年 大　学　院

平成15年以前

電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専攻、
情報システム工学専攻、電磁エネルギー専攻、
電子情報エネルギー工学専攻の 6 専攻修了者
から 4 委員／年

平成16年
～平成18年

電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専攻、
電子情報エネルギー工学専攻の 4 専攻修了者
から 3 委員／年、及び、情報科学研究科（電
気系 8 講座）修了者から 1 委員／年

平成19年
～平成29年

電気電子情報工学専攻システム・制御・電力
工学コース、先進電磁エネルギー工学コース、
情報通信工学コース、量子電子デバイス工学
コースの各コース修了者から 1 委員／年、及
び、情報科学研究科（電気系 8 講座）修了者
から 1 委員／年

平成30年以降

電気電子情報工学専攻電気工学コース、情報
通信工学コース、電子工学コースの各コース
修了者から 1 委員／年、及び、情報科学研究
科（電気系 8 講座）修了者から 1 委員／年

注）学部のクラス委員は、関連する大学院のクラス委員を
兼任する。
最終改定日　平成 29 年 6 月 27 日
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澪電会　プライバシーポリシー

澪電会では、会員の皆様から事業推進に際して必要最小限の個人情報をご提供頂き、同窓会活動に利用して参りま
した。会員の皆様の個人情報の取り扱いにつきまして下記の通りご案内致します。会員の皆様のご理解・ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

1．保有する会員の個人情報と個人情報収集方法、利用目的
澪電会（各支部を含む）（以下、本会と称する）が運営上取得した下記の情報を個人情報として取り扱います。

氏名、会員番号、卒業（修了）学部・学科・学科目・研究科・専攻・コース・研究室、卒業 ( 修了 ) 年度、
自宅連絡先（住所、電話／ FAX 番号、電子メールアドレス）、勤務先（勤務先名称、住所、所属部署、役職、
電話／ FAX 番号、電子メールアドレス）等

また本会では、その会則に示す目的のとおり、「会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識
の啓発に寄与することを目的とし、そのため適宜必要な事業を行う」こととして、会員個人情報を以下に示
す事業において利用します。

① 本会会員名簿の整備および発行。
② 本会および本会会員が主催する事業で本会の目的に適ったもの（総会、見学会、同窓会等）の案内お

よびそれにかかる連絡事項の送付。
③ 会報等（電子媒体によるものを含み、本会活動目的に適うものに限る）の配布。
④ 会費および寄付金の収受管理、会費徴収に関わる事務、案内。
⑤ 大阪大学が行う教育・研究の発展に寄与すると判断される大阪大学主催事業の案内送付。

2．個人情報の管理と本会から事業委託された業者・第三者への開示と提供
(1) 本会が収集した個人情報については、本会から事業委託された業者により適正に管理を行い、常に個

人情報の保護に努めます。
(2) 本会は、本会会員、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織の主催事業で、その利用目

的から個人情報の提供が適切と判断される場合には、本会会員、当該主催業者に対して必要最小限の
個人情報を提供することがあります。なお、個人情報の開示もしくは提供を望まない場合は、本会ま
で届け出て下さい。

(3) 本会から提供する個人情報は紙媒体もしくは電子媒体によるものとします。
(4) 次の場合を除き、あらかじめ会員本人の事前の同意がない限り、個人情報を本会から事業委託された

業者等、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織を除く第三者へ開示ならびに提供致し
ません。
● 法令に基づく場合
● 人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難であるとき。
● 公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、本人の同意を得ること

が困難であるとき。
● 国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対して協力す

る必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき。

3．開示・訂正・利用停止請求
本会は、会員から会員本人の個人情報に関する開示請求の申し出があった場合は、当該本人と確認したうえ
で、その情報の開示を行います。また、内容が正確でないなどの申し出があった際には、その内容を確認の上、
必要に応じて個人情報の追加、変更、訂正または利用停止を行います。

4．澪電会に関する個人情報のお問い合わせ・ご依頼先
〒 565-0871　吹田市山田丘 2-1
大阪大学　大学院工学研究科　電気系内　澪電会事務局
E-mail　 reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp



澪電会ホームページのご案内

澪電会では、会員の皆様への情報発信の為、ホームページを公開・運用しています。

http://www.reidenkai.jp/

バックナンバーも含めて会報澪電（一部、黒塗り有）がダウンロード可能です。



発行　澪電会
〒 565-0871　吹田市山田丘 2-1
大阪大学大学院工学研究科電気系内
電子メール：reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

転居・転職・異動された会員の方へのお願い

澪電会では、令和2年度よりWeb名簿システムを導入し、会員ご自身で登録情報を更新できるようになっ
ています。このシステムを用いて、澪電会の諸行事などの迅速なご案内も行う予定です。

つきましては、転居、転職、異動されました会員の方には、本システムより速やかに登録情報の更新を
お願いします。例年、郵送している会報などが不達となるケースも多数あり、事務局での対応に苦慮して
おります。何卒、下記 Web 名簿システムでの情報更新にご協力お願いします。

澪電会 Web 名簿システム　https://wd-system.jp/reidenkai/

なお、ログイン ID や操作方法に関するご質問などは、名簿システムのトップ画面の「ID・パスワード
についてのお問い合わせ」（下図参照）より手続きお願いします（澪電会事務局でなく、委託先で対応します）。

https://wd-system.jp/reidenkai/


